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序文

熊本県教育委員会では、建設省の委託を受け、一般国道3号熊本北バイパスの建設事

業にともなう埋蔵文化財の発掘調査を実施いたしました。

これは前年度までの西谷・新南部両遺跡の調査に続くものですが、白川対岸にあたる

この竜田陳内遺跡の調査でも同様に、数多くの新しい資料を加えることができました。

白川流域には数多くの遺跡が集中しており、太古の昔より人々が生活を営んでいたこ

とが知られます。今回の調査ではそれを裏付けるように、古くは旧石器時代の三稜尖頭

器をはじめ、曽畑式土器を中心とする縄文時代の土器、古墳時代のカマド付き住居杜な

ど貴重な遺構や遺物を確認いたしました。

これら掘り出された遺物から往時の我々の祖先の生活ぶりを偲ぶ時、また感慨深いも

のがあります。

このたび、竜田陳内遺跡の発掘調査の報告書を刊行することになりましたが、本報告

書が埋蔵文化財に対する認識と理解を深め、さらには学術研究の進展にいささかでも寄

与するところがあれば、誠に喜びに堪えません。

なお、本調査を実施するにあたり、文化財保護の観点から多大の御協力を'惜しまれな

かった九州地方建設局、ならびに、御指導御助言をいただきました諸先生方に深く感謝

申し上げたいと思います。

昭和63年3月31日

熊本県教育委員会

教育長田嶋 喜
一



例 言

1．本書は、一般国道3号熊本北バイパスの建設事業に関連して、昭和61年度に発掘調査を実施

した、熊本市竜田町「竜田陳内遺跡」の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．調査は、建設省九州地方建設局熊本工事事務所の委託を受けて、熊本県教育委員会が実施し

た。

3．現地での調査は、平岡勝昭を中心に浦田信智、平井浩一、住田幸恵がこれを行った。

4．遺物の整理、実測および写真撮影は熊本県文化財収蔵庫で実施し、平井、丸山伸治がこれに

あたった。

5．整理後の遺物は、熊本県文化財収蔵庫（熊本市千葉城町2－16）に保管している。

6．調査区の地名は、「陳内」および「陣内」の二通りの表記があり統一されていないが、本報

告書では便宜的に「陳内」の表記に拠ることとした。

7．本書の執筆および編集は、隈昭志の指揮のもと平井、丸山を中心として、江本直、浦田の協

力を得てこれを行なった。なお執筆分担は、各文章の末尾に記した。
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第1章 序説

第1節．調査に到る経緯と経過

1．調査に至りる経緯

昭和47年度、建設省九州地方建設局熊本工事事務所から、松橋バイパスや玉名バイパスと共に、

熊本北バイパスの路線について、分布調査の依頼があった。依頼を受けた熊本県教育庁文化課で

は3路線の踏査を行い、松橋バイパス9ケ所、玉名バイパス12ケ所、熊本北バイパスについては

下記の12ケ所を確認して、熊本工事事務所に報告した。

国道バイパス関係埋蔵文化財一覧（熊本北バイパス）

跡については､昭和58～59年度に試掘調査､59年度に発掘調査（担当者文化課

値した｡本報告書で取り扱った陳内遺跡は白川右岸の竜田陳内南遺跡にあたる。

61年度の建設省九州地方建設局熊本工事事務所からの委託事業によって実施

化課参事平岡勝昭、嘱託平井浩一が担当した。

法による手続きは、熊本工事事務所長（林田彪）から昭和61年3月5日付け

｢周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事について（通知)」が、熊本市教

)月7日付け教文発104号）を経由して県教育委員会に提出された。県教育委

3月11日付け教文761号で「事前の発掘調査を実施して下さい」との旨の通

跡については、熊本工事事務所（昭和61年8月4日付け建九熊二調第30号）

､同年9月1日～10月31日試掘調査を実施したが､遺構等は検出できなかった。

(隈昭志）

－1－

遺跡名 面積 所在地 時代 内容等

四万奇

御,馬下遺跡
㎡

17.500
北部町四方寄御馬下 縄文，古墳 縄文時代，古墳時代の住居跡

鶴羽田横穴群 3.600 ﾉダ 鶴羽田 古墳 古墳時代後期の横穴群

須屋城跡 11.500 西合志町須屋 中世
天正年間，菊池氏一族の須屋市蔵の居
館跡と伝えられる。
濠，士塁に囲まれた要害である。

新 地 包 含 地 19.400 熊本市清水町新池 弥生，古代，中世 弥生，古代，中世の集落跡

麻生田包含地 6.100 ﾉノノノ 麻生田 弥生，古墳 弥生，古墳時代の集落跡，喪棺遺跡

愉木庵ノ前遺跡 10,900 ﾀノタノ 愉ノ木 縄文，弥生
縄文時代の夢
弥生時代の吾

き落跡
吾棺遺跡

迫 の 上 遺 跡 18.500 ﾉノ 竜田町迫 縄文，弥生
縄文時代の集落跡，弥生時代の集落
葵棺遺跡

緑ケ丘
山の神遺跡

5.400 ﾉノノノ 緑ケ丘 縄文 縄文時代の集落跡

緑ケ丘遺跡 14.000 ''ノノ 緑ケ丘 縄文，古墳，古代
縄文時代，古墳時代の集落跡，
古代の窯跡群

竜田陳内北遺跡 6,600 ノノタノ 陳内 縄文，古墳 縄文時代，古墳時代の集落跡

竜田陳内南遺跡 10.500 ノノノノ 陳内 縄文，古墳 同上

新 南 部 遺 跡 9.200 ﾀ 新南部町 縄文～奈良
縄文，！
代の蕊

■
ｊ
■
〃

永生
官遺圃

苫墳時代の夢
(の他，奈良

ﾐ落跡,弥生
時代の寺院

寺
跡



第1節調査に到る経 緯と経過

2．調査組織

調査主体

調査責任者

調査総括

調査事務局

同

同

同

同

調 査主査

同

調査員

同

同

同

調査協力者

同

同

遺物整理

調査作業

熊本県教育委員会

丸木保賢文化課課長

隈昭 志 課 長 補 佐 兼 文 化 財 調 査係長

紫田和馬主幹兼経理係長（昭和61年度）

松崎厚生同（昭和62年度）

森貴史参事（昭和61年度）

谷貴美子主任主事

上村祐司主事（昭和62年度）

平岡勝昭参事（昭和61年度）

江本直主任学芸員（昭和62年度）

丸山伸治文化財保護主事（昭和62年度）

浦田信智嘱託

平井浩一嘱託

住田幸恵嘱託（昭和61年度）

朴度春熊本大院生

村上恭通広島大院生

水ノ 江 和 同 同 志 社 大 院 生

小山正子小佐井恵理子洲上慶子前田志磨江水上寿美子村上法子

今村あさえ岩崎サユリ上田義明梅本清子梅本節子

小山正子河合勇一川口時子川端武川端文江

川端ヤヨイ北嶋スミ子金亨得坂本年子坂本マツコ

塩田 喜 美 子 白 石 絹 子 立 川 愛子田本泰子塚本博子

中川敏博中野実子中峯邦子村上貴志（五十音順）

(付記）発掘調査の実施に際しては、諸先生方より貴重な御指導御助言をいただいた。また、地

元の皆様からも、多大の御協力を得た。ここに記して、深く感謝申し上げたい。

3．調査の経過（調査日誌抄録）

５
６
９
０

１
１
１
２

／
／
／
／

５
５
５
５

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

水
金
月
火

ｌ
Ｉ
く

調査初日。準備のため、測量用の杭打ちや、草刈りなどを行う。

作業用の物資を搬入する。

表土剥ぎ開始。6月2日まで断続的に行う。

現場にフ・レハブの調査事務所を建設する。

－2－



第 I 章序説

B－5区遺構確認作業ならびに写真撮影を行う。下の畑で麦の収納と芋苗植えが

行われる。

グリッド杭打ち作業を実施する。→（6／13）

国鉄線路に隣接する調査区北側の路肩が崩れた件で、保線区員が来跡。対策を協

議した結果、土嚢を積むことで合意する。

住居祉の遺構確認作業。

1号住居杜調査開始。→（7／29調査終了）

妻、カマド、台石等が出土。古墳時代の住居杜と推定される。

2号住居杜調査開始。→（8／20調査終了）

カマド、完形の壷等が出土。炭化物の量から火災をうけた住居と推定される。

古墳時代のものか。

6－G，7－G区の曽畑式土器集中地点の調査を開始する。→（10／3）

1．2号住居祉付近のpit群の調査を行う。

1．2－B、C区の遺構検出作業および、調査開始。

3－C区「塚」調査開始。→（8／29）

約1m四方の土壌墓で屈葬人骨1体が出土。なお8／29出土人骨の件で熊本北署

より刑事、鑑識課員が来跡。人骨の処理は文化課にまかせるとのこと。

1－A区調査。縄文晩期の土器片多数検出される。

曽畑式土器片10点ほどが、盗難にあう。

6箇所の試掘調査開始。

6－G区中央から西寄り地点で集石が出る。

三稜尖頭器取り上げ。

6－D区調査開始。

4～5日にかけて現場が荒らされる。

B地区掘り下げ。

6－，，6－G区にて旧石器調査。

3号住居杜調査。遺物および発掘関係用具を収蔵庫へ。

4－G区ブルにより表土剥ぎ。

4－C区内旧石器調査。

水糸、釘撤去。

埋め戻し地点を中心とする表面採集を行う。

資材、遺物の撤収作業を行う。

埋め戻し作業実施。作業終了。

6／4（水）

6／12（木）

7／4（金）

7／10（木）

7／16（水）

7／17（木）

３
４
８
０

２
２
２
２

／
／
／
／

７
７
７
８

１
１
１
１

水
木
月
水

ｌ
Ｉ

8／25（月）

9／1（月）

9／4（木）

9／30（火）

10／2（木）

10／3（金）

10／6（月）

10／8（水）

10／14（火）

10／17（金）

10／31（金）

11／11（火）

12／3（水）

12／4（火）

12／5（金）

12／25（水）
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第2節遣跡の位置と環境

1．遺跡の位置

所在地

工区

たつだ じんないとのうえ

熊本市竜田町大字陳内字戸ノ上

一般国道3号熊本北バイパス第4工区

（調査地は、白川大橋の一方の橋脚部分にあたる）

2．周辺の地形

阿蘇火山の噴出物によって、外輪山西側斜面から熊本平野にかけて緩やかに広がる台地を、熊

本台地（肥後台地）と呼ぶ。台地は、菊池川から木山川流域にかけての、いくつかの小台地から

構成されており、そのほぼ中央に位置するのが、熊本市の東部を占める託麻台地である。

託麻台地は、およそ150～20m程の標高を持ち、外輪山の裾から熊本市方向へ約10kmにわたっ

てなだらかな傾斜を見せている。地層は表層からローム質の火山灰土（黒色ローム層）．砂喋層

（託麻砂喋層）・新期阿蘇火山噴出物からなる。土壌は、一般に保水力に乏しく水田には適さな

いが、台地縁辺には、八景水谷・水前寺・江津湖などの水量豊富な湧水地帯を有し、遺跡の立地

には‘恰好の条件を備えていると言えよう。

この台地に谷を刻みつつ東西に流れるのが、阿蘇南郷谷を水源として有明海に注ぐ白川である。

白川は、大津町付近から熊本市にかけて蛇行を繰り返し、台地の側面に河岸段丘を形成しながら

熊本市へ流れ込む。熊本市の中心部は、白川の運ぶ多量の砂泥により発達した扇状地状の堆積物

の上に立地していることになる。

さて、この白川が託麻台地を抜け平野部へと進む部分に、ほぼ東西になだらかにのびる丘陵が

立田山（152m）である。この立田山の東麓の端から、白川右岸の河岸段丘面にかけて当竜田陳

内遺跡は位置している。

3．調査区の地形

当遺跡の調査区域は、立田山と白川とに挟まれた白川右岸の河岸段丘の上位面に位置する。地

形を概観すると、調査区のすぐ西側には、豊肥本線と国道57号線が遺跡を区切るように平行し

て走り、その先に立田山の裾野が広がっている。東側および南側には急傾斜の崖面があり、蛇行

する白川の流れを見下ろしている。

－4－



第I 章序説

調査地の標高はおよそ36～38m程度で、おおまかには白川側から線路側へとゆるやかな勾配を

見せている。これは、耕作の際の削平にもよるが、一部の遺物の出土状態から判断すると、原地

形もおおむね同様の勾配を持っていたらしい。なお、調査地と崖下の白川の現水面との比高は、

約16～18mを測る。出土遺物中の石錘や士錘の存在は、当遺跡と白川とのつながりを示唆してお

り、興味深い。

また遺跡の広がりは、調査地の外へも延びるものとみられるが、西側部分は鉄道線路および道

路の建設の際削られ現在にいたっている。

4．遺跡の歴史的環境

竜田陳内遺跡の周辺には、各時代の遺跡が集中的に分布しており、熊本市内でも有数の遺跡群

地帯を成している。詳しくは「周辺遺跡分布図」および「周辺遺跡一覧」に譲り、ここでは白川

周辺の遺跡を簡単にまとめてみたい。
（註1）

先ず、「旧石器時代」の遺物の発見は、数例が報告されている。立田山麓の天拝山A遺跡から
（註2）

はサヌカイト製のポイント、横木遺跡の黒曜石製の細石核、そして当遺跡からも三稜尖頭器が出

土するなど、旧石器時代に遡る人々の活動を、わずかながらも窺うことができる。

次に、「縄文時代」であるが、白川沿岸の河岸段丘上に遺跡が点在している。右岸では、縄文
（註3）

早～晩期にわたる各種の土器を出土したカプト山遺跡A，Bや、縄文晩期の土器、土偶、配石遺
（註4）

構などが確認された竹ノ後遺跡が著名である。

一方左岸では、当遺跡のちょうど対岸にあたる位置に、縄文早～晩期にわたる多量の土器が採
（註5）

集された新南部遺跡群がある。そのうち、当遺跡と同じ北バイパス建設事業に関連して、すでに
（註6）

調査が行われた上西原遺跡では、押型文土器・塞ノ神式土器・曽畑式土器など、縄文早・前期の
（註7）

土器を確認している。そのほか、縄文後期の土器や、多量の土偶が出土した上南部遺跡、白川沿
（註8）

岸では唯一の貝塚で鐘崎式土器などを中心に出土した渡鹿貝塚、後期中葉の北久根山式土器を出
（註9）

土し、その標識遺跡ともなっている北久根山遺跡などが、代表的な遺跡として挙げられよう。

一般に、当遺跡周辺の白川の右岸は、立田山がすぐそばに迫り、狭院かつ傾斜のある地形が多

い。そのため、この時代の遺跡の広がりは、むしろ平坦な地形を持つ白川左岸の側に数多く認め

られる。

「弥生時代」の遺跡は、この白川中流域には多数分布する。周辺遺跡分布図からも分かるよう

に、一帯は熊本市内でも有数の謹棺が集中している地帯である。例を挙げると、右岸では、人骨
（註10）（註11）（註12）

の残る須玖式の合口蕊棺が出土した迫ノ上喪棺遺跡をはじめとして、竹ノ後謹棺群、牧鶴謹棺群
（註13）（註14）

などがあり、左岸でも下流の小関原遺跡、北久根山遺跡などで要棺が出土している。また、これ
（註15）

ら中期の雲棺群に直接は対応しないが、左岸の西谷遺跡では中･後期の住居杜や磨製石錨､鉄器な
（註16）

どが、同じく下南部遺跡では後期の住居杜や磨製石錐、石包丁などがそれぞれ出土している。
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第1図竜田陳内遺跡周辺遺跡分布図
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第1表竜田陳内遺跡周辺遺跡一覧
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番号 遺跡名 所 在 地 術考（主な出土及び採集遺物）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

竜田陳内遺跡
下南部遺跡
八反田遺跡

乾原遺跡
迎八反田遺跡

健軍新外遺跡
田ノ迎遺跡
西原遺跡

新南部A遺跡

新南部B遺跡

新南部C遺跡
新南部D遺跡

立田ロA遺跡
立田ロB遺跡

長薫寺古墳

長薫寺横穴群

宇留毛浦山第一横穴群
宇留毛浦山第二横穴群
三ツ石過跡

西谷遺跡
新南部（上西原）遺跡

宇留毛小碩橋際横穴群
宇留毛浦山火葬墓

つつじケ丘横穴群

立田城社

陳内上ノ園古墳参考地
宇留毛神社内古墳
立田山南麓古墳上
立田山南麓古墳下
白石古墳
カブト山A週跡

カプト山B遺跡

宇留毛A遺跡

宇留毛B遺跡
小関小松山遺跡

小松原遺跡
北久根山遺跡

渡鹿貝塚

辻遺跡

帯山遺跡

保田窪週跡
南平上遺跡

大江新町遺跡

大江青葉遺跡

熊高敷地遺跡
大江東原遺跡

大江遺跡
大江白川遺跡

子飼遺跡

上河原遺跡

渡鹿北原遺跡

桜山中学校遺跡

小峰遺跡

黒髪町週跡
立田山南中腹遺跡

立田山山頂遺跡

松崎遺跡

亀井遺跡

万石遺跡
万石茶山古墳

万石茶山遺跡

株野遺跡

緑ケ丘過跡

上ノ園A遺跡

上ノ園B遺跡
長蓮寺照跡

三ノ宮遺跡

牧翻古填群

牧翻翌棺群
牧翻石棺

王田遺跡

神園遺跡

上南部遺跡

芭蕉遺跡

竹ノ後翌棺群

竹ノ後遺跡

北上A遺跡

北上B遺跡
堂ノ前屋敷窯跡

緑ケ丘・山ノ神遺跡

迫ノ上奥棺
迫ノ上遺跡
天拝山A遺跡

天拝山B遺跡

庵ノ前遺跡

堂ノ前遺跡

一丁密遺跡

岩倉山中腹遺跡

愉木遺跡
八景水谷蔓棺群
八景水谷遺跡

鶴羽田通跡，

向島遺跡

梨の木遺跡
宿の山遺跡

道尻

羽田

敷

山

山

畑・

屋敷

・餌

熊本市竜田町陳内戸ノ上
熊本市下南部町下山・前畑

熊本市長嶺町八反田
熊本市長圃町乾原
熊本市長鼠町迎八反田居屋
熊本市健軍町新外
熊本市保田寵本町
熊本市新南部町西原
熊本市新南部町

熊本市新南部町
熊本市新南部町

熊本市新南部町
熊本市竜田町陳内女瀬

熊本市宇留毛女瀬平
熊本市黒髪町上宇留毛浦山

熊本市黒髪町上宇留毛浦山
熊本市黒髪町上宇留毛浦山
熊本市黒髪町上宇留毛測山
熊本市新南部町三ツ石
熊本市新南部町西谷

熊本市新南部町上西原

熊本市黒髪町宇留毛1重屋敷

熊本市黒髪町上宇留毛浦山

熊本市黒髪町上宇留毛浦山
熊本市黒髪町宇留毛上屋敷
熊本市竜田町陳内上ノ園

熊本市黒髪町宇留毛城床
熊本市黒髪町下立田
熊本市黒髪町下立田
熊本市黒髪町下立田白石

熊本市黒髪町下立田カプト

熊本市黒髪町下立田カプト
熊本市黒髪町宇留毛上屋敷

熊本市黒髪町宇留毛浦山餌
熊本市大江町渡鹿小関原
熊本市大江町渡鹿小碩
熊本市大江町渡鹿北久根山
熊本市大江町渡鹿北原
熊本市大江町渡鹿辻
熊本市保田窪下山

熊本市保田窪蛇平

熊本市大江町南平上
熊本市新大江一丁目
熊本市大江二丁目

熊本市新大江一丁目

熊本市大江六丁目東原
熊本市大江三丁目
熊本市大江一丁目

熊本市東子飼町
熊本市黒髪町上河原

熊本市大江町渡鹿北原
熊本市下立田

熊本市黒髪町小峰
熊本市黒髪町坪井

熊本市黒髪町下立田
熊本市黒盤町下立田

熊本市清水町松橋屋敷上
熊本市清水町亀井天神上
熊本市清水町万石茶屋原
熊本市澗水町万石茶山

熊本市清水町万石茶山
熊本市上立田株野
熊本市竜田町陳内緑ケ丘

熊本市竜田町陳内上ノ園
熊本市竜田町陳内上ノ園
熊本市竜田町陳内長蓮寺

熊本市竜田町上立田宮脇

熊本市竜田町上立田中牧密
熊本市竜田町上立田中牧密
熊本市竜田町上立田牧魁
熊本市上南部町王田

熊本市長碩町神西原

熊本市上南部町
熊本市竜田町上立田芭蕉餌
熊本市竜田町上立田竹ノ後
熊本市竜田町上立田竹ノ後

熊本市石原町平
熊本市石原町平
熊本市竜田町上立田堂ノ前

熊本市竜田町上立田緑ケ丘

熊本市竜田町上立田迫ノ上

熊本市竜田町上立田迫ノ上
熊本市清水町愉木天拝山

熊本市清水町愉木天拝山

熊本市清水町愉木庵ノ前
熊本市清水町愉木堂ノ前

熊本市清水町愉木楠一丁目

熊本市滴水町兎谷岩倉山
熊本市清水町愉木堂ノ前

熊本市滑水町八景水谷窓
熊本市清水町八景水谷窪
飽託郡北部町餌羽田一のロ

菊池群西合志町須屋下屋敷
菊池郡西合志町須屋梨の木
菊池群西合志町須屋宿の山

旧石鵠（三稜尖頭器）縄文早前後晩期土器、古墳時代住居社等

縄文後晩期土器、弥生～古墳時代の集落杜、石包丁、層製石蟻
縄文後晩期土器、石器
縄文晩期土器（御領式、黒川式）
縄文早～晩期土器（押型、曽畑、条痩ほか）
縄文土鵠（御領式）

縄文土器

縄文土器（押型文）

縄文早～晩期土器、石豊、弥生土器、須恵器、土師器、布目瓦
縄文早～奈良期の遺物

土師器、須恵器
縄文（三万田式） 弥生（黒髪式）、土師器、須恵器
縄文（三万田式、御手洗式）、弥生式土器、土師器、須恵器
縄文後期土器

円墳？横穴式石室

内部は．の字型屍床
A、B二群

基数不明、
、Aは四基、
消滅

Bは三基

弥生（黒髪式）、縄文後晩・弥生の住居群
住居杜(弥生中後期、平安)、弥生中後期土器、磨製石蟻、土師器、須恵器、刀子
縄文土器､(押型文､塞ノ神､曽畑式)､弥生土器､土師器､須恵器、カマド付き住居杜
玉類、直刀、刀子、馬具、鉄斧、金環、土師器、須恵器
須恵壷一個、火葬骨、灰
土師器、須恵器、人骨
中世城（立田氏居城）

円墳

円填 横穴式石室、石室内部に敷き石、金環、鉄鑑
小型横穴式石室、須恵器、鉄懲
小型横穴式石室、須恵器、鉄片
縄文早～前期土器（押型文中心） 石蟻、石斧、磨り石
縄文後～晩期土器（御領式）、弥生土器、‘須恩器
縄文後～晩期土器、石器
縄文晩期土器、土師器
弥生翌棺
縄文早前後晩期土器、弥生髪棺
縄文後晩期土器（北久根山式）、石器、弥生土器、須恵器、布目瓦
縄文後期前半土器

須恵器、土師器、布目瓦
縄文土器、石器、土師器
須恵器、土師器、布目瓦
須恵器、土師器、布目瓦
須恵器、土師器、布目瓦
奈良～平安期住居杜群、須恵器、土師器
須恵器、土師器、一部縄文土器（押型文、鐘ケ崎式、並木式）、布目瓦
須恵器、土師器

須恵器、土師器
縄文早～前期土器、弥生翌棺
縄文後期土器

須玖式翌棺

弥生翌棺、須恵器
須恵器

縄文後晩期土器（御領式）、須恵器、土師器、布目瓦
弥生翌棺、石器、須恵器、土師器
土師器

須恵器、土師器
弥生翌館
縄文土器

縄文土器

横穴式石室

夜臼式、弥生土器

縄文土器、須恵器片、土師器
縄文早前期土器、石器（磨製
縄文後期土器（御手洗A式）

打製石斧、石蟻）
弥生土器、方形周潤墓

縄文土器（押型）及び晩期土期、弥生中後期土器、土師器、須恵器
須恵器蕪跡

縄文晩期土器

数基の小円墳

弥生土器、須恵器混入
縄文後晩期土器、須恵器、土師器、石器
縄文晩期土器、須恵器、土師器、石厳

縄文後晩期土器（鳥井原式、御領式）多鼠の打製石斧、土偶

合口翌棺、土偶、配石

縄文後期土器、石器
縄文晩期土器、打製石器、土師器
縄文晩期土器、打製石器、土師器
須恵器窯跡‘

縄文土器、石器
翌棺、人骨
翌棺、人骨
サヌカイト製ポイント、縄文早前期土器、石器、弥生土器片

同上

縄文土器（押型文)、憂棺（須玖式）
須恵器窯跡

蝿文晩期土器、石器
散布地

黒曜石製細石核、縄文早前晩期土器、弥生翌棺
人骨

髪棺群、古塔碑
縄文後晩期土器、須恵器、土師器
翌棺
蔓棺

合口翌棺、土師器



第2節遺跡の位置と環境

「古墳時代」になると周辺の遺跡は減少するが、後期頃より立田山麓から白川右岸にかけて、

膨大な数の横穴群が築かれるようになる。これは、比較的に加工のしやすい凝灰岩の崖面が立田

山の周辺に多く存在するためで、現在でも道路沿いの崖面に、これらの横穴の開口部分をしばし
（註17）（註18）

ばみかけることがある。白川へ向けて口を開く宇留毛小碩橋際横穴群を始め、宇留毛浦山横穴群、
（註19）

つつじケ丘横穴群など、周辺一帯が一大横穴群地帯を形成している。ただ、これらの古墳に対応
（註20）

する住居祉群は現在まではあまり検出されておらず、わずかに下南部遺跡や当竜田陳内遺跡の調

査などで、カマド付き住居杜を確認している程度にすぎない。

以上簡単にまとめてみたが、時代がくだって平安・奈良期においても布目瓦などの遺物が周辺

の遺跡からしばしば出土するし、前述の西谷遺跡などでは平安期の住居杜も確認されている。ま

た中世には、立田山の一角に中世城が築かれ、さらに近世にも「二里木」などの地名が示すよう

に、豊後へ抜ける往還である豊後街道が通るなど、各時代において人々の生活の痕跡を残してい

る。

現在の遺跡周辺の様子は、立田山との境をなすかのように、西側を豊肥本線と国道57号線とが

平行して走り、特に国道57号線では交通量の増加にともなう交通混雑が問題となっている。また

それと同時に、この周辺では、熊本市の発展に伴う宅地化が進み、畑作中心の農業は駆遂され、

急速に昔の面 影 を 失 い つ つ あ る のが現状である。（丸山）

註1.2・平岡勝昭「熊本県発見の無土器文化の一例」『熊本史学第19．20号』昭和35年

註3.4.10.11.12.17.18.19．『熊本市北部地区文化財調査報告書』昭和44年

註5.13．『熊本市東部地区文化財調査報告書』昭和46年

註6.平岡勝昭ほか『新南部・潤野遺跡』昭和61年

註7.富田紘一「上南部A地点発掘報告」『熊本市内埋蔵文化財発掘調査報告書』昭和54年

註8.9.14．富田紘一ほか『渡鹿遺跡群発掘調査概報』昭和48年

註15.21．浦田信智ほか『西谷遺跡』昭和60年

註16.20．大城康雄・庚瀬正照『下南部遺跡発掘調査報告書』昭和53年

－8－



第 I 章序説

第3節発掘調査の概要

1．調査方法および調査区の設定

本調査に先立ち、昭和61年3月1日から同31日まで、予定路線内に合計13本のトレンチ（溝）

を設定して行った試掘調査では、住居杜の一部、押型文士器や曽畑式土器を中心とする縄文式土

器、各種の石器などの遺構・遺物を確認した。本調査ではこの試掘調査の結果を踏まえ、調査区

の設定を行った。（第4図）その結果、遺跡に該当する工事予定地約6,380㎡の内、調査対象面積

は、約3,550㎡となる。

本調査では、最初に重機で表土（第1層）を剥いだあと、調査区全体を道路建設の中心線（建

設省道路杭）を基準として、10m四方のグリッド（調査区画）に分割した。グリッドの名称に関

しては、道路の中心線に沿う側を数字で、直交する側をアルファベットで表している。

さて発掘調査に際しては、ブリッジ（土層観察用畦）を適宜残しながら、グリッド毎に一層ず

つ分層し、掘り下げて行く方法をとった。具体的には、包含層に達したところで清掃を行い、遺

構を確認しながら土層を剥ぐのを繰り返すという手順となる。なおブリッジは、土層断面を実測

した後で取り外した。

調査を行った層位は、全調査区を、第Ⅲ層ないし第Ⅳ層（縄文前期）まで下げたほか、包含層

の残りが良く、遺物の出土が予想された次のグリッドの一部では、第Ⅳないし第v層(縄文早期）

まで掘り下げた。（1－A，5－C，6－B，6－C，7－B，7－C，8－C）

また調査途中の10月2日、｜日石器時代の三稜尖頭器が一点出土したことから、次のグリッドの

一部にはトレンチを入れ、旧石器調査を行うこととし、第Ⅶ層（旧石期時代）までを調査の対象

とした。（2－A，6－，，6－G，7－B，7－C）ただし、これらのトレンチからは、遺物

は確認されなかった。

発掘調査は、昭和61年5月15日から同12月25日までの約8ケ月間にわたって行われ、出土した

遺物の整理および報告書の作成は、昭和62年度に、熊本県文化財収蔵庫において実施した。

（丸山）

－9－



第3節発掘調査の概要
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第I章序説

2．遺跡の基本層位

熊本市周辺の発掘調査での遺構検出作業は、黒色や黒褐色の表土を排土し、あらわれてくる黄

褐色の面を清掃して行うことが多い。自然的であれ、人為的であれ色調の変化を観察し易いこと

がその理由とできる。そしてこの層は近年「アカホヤ」及び土壌化されたものと認識されてきて

いる。これは阿蘇外輪山一帯では10cIn内外で整然とした帯状のオレンジ層で見ることができる。

この地域での最も良い堆積状態と見え、本来的な姿を示しているものと理解しているものである

が、熊本市周辺ではその姿が消えてしまい汚れ、乱れた状態を示している。この遺跡では第Ⅲ層

がそれに当たるものであるが、約30cInと厚く、汚れた黄褐色と表現できようか。「土壌化の進ん

だアカホヤ」とも呼べようか。第Ⅳ層はやや粘質を有する黒褐色土層であり、その分離は容易で

あるが、その境目付近は第Ⅲ層の輝きが強く見れる。4～5cmぐらいの逆に濁りの少ない土塊を

認めることができるが、これが熊本市周辺で僅かに止まる「アカホヤ」の純な状況である。そう

すれば、この部分以外の第Ⅲ層は｢土壌化｣の進んだところの士層であろうか。特に阿蘇南郷谷地

域を歩くと、「アカホヤ」

の上に｢汚れ．乱れ」の

少ない黄褐色の厚い土層

に出会うことが多い｡｢ア

カホヤ」の直後かに堆積

した阿蘇火山起源の黄褐

色をした火山灰が存在す

るのではとの疑問を持っ

ている。究明を待ちたい。

第Ⅳ層が本来的には

「黒ニガ」とされるもの。

第Ⅳ，層は漸移層で、第

V層～Ⅶ層が「ニガシロ」

と呼ぶ土で、中途に「A

T火山ガラス」を含む層

で、「ソフト・ノ、－ドロー

ム」に相当する。そして

第Ⅷ層が「トスローム｣に

あたるものと判断できる。

やがては、喋層も現れて

くるものと予想される。

rLLデー

Ⅶ

(江本）第3図基本層位図

－11－

一

Ⅱ■■■■■■

Ⅱ■■■■■■

■■■■■■ﾛ■

＝
■■■■■■

一

L＝35.000m
－

;’



第3節発掘調査の 概 要

3．出土状況

竜田陳内遺跡で出土した、時代毎の主要な遺物・遺構及び、それぞれの出土地点は、概略次の

通りである。出土地点については、第4図「遺構配置図」に示している。

「旧石器時代」の遺物は、2点が出土している。そのうち、三稜尖頭器は、調査区西側の6－

Gグリッド．Ⅲ層からの出土である。このため、その後'日石器調査トレンチ（P．T）を設定し、

調査を行っている。もう1点の黒曜石製のスクレーパーは表採である。

「縄文時代早期」の遺物は、調査区の東側に沿った部分を中心に、20点ほどが出土している。

押型文や撚糸文土器を中心とした出土である。

「縄文時代前期」の遺構としては、調査区西側の6－Gグリッド．Ⅲ層下部から集石遺構が確

認された。拳や人頭大の円喋で構成された、100cIn×55cm程度の規模の集石で、いかなる意図で

製作・使用されたものか不明な遺構である。

次に遺物では、轟B式土器が6－Bグリッド．Ⅲ層下層～Ⅳ層上層で､早期や後･晩期土器と混

在するかたちで、3点出土した。また、これら土器とは出土地点が異なり、層位的な前後関係は

不明であるが、約850点にのぼる曽畑式土器が、調査区西側の6－Gグリッド．Ⅲ層から集中的

に出士している。これは、調査区が全体的に削平を受けている中で、6－Gグリッドが、縄文期

の包含層であるⅢ層の残りが比較的に良かったためと考えられる。この曽畑式土器の分布は、更

に西側に広がるものと思われるが、調査区域外のため調査は行っていない。

「縄文時代後・晩期」に相当する遺物は、土器を中心に細片を含めて500点以上が出土し、当

遺跡を性格付けている。検出された土器は、御領式土器を中心に、山の寺式、夜臼式土器が挙げ

られる。出土地点は、1－A・2－A・5－C・6－Cグリッドの調査区東側に沿った地域と、

前述の曽畑式土器が集中的に検出された6－Gグリッド付近であり、層位的にはⅡ層及び、Ⅲ層

最上部が該当する。土器以外の遺物としては、石器が石斧20点（打製16,磨製4)、石鎌20点など

を中心に、石匙、石錘、摺り石などが数点ずつ出土しているほか、時期は特定できないが玉類、

士製品なども数点ずつ確認されている。

「弥生時代」の遺物は、2点のみの出土である。弥生式土器片が1点、磨製石錐が1点であり、

遺構の存在は確認されていない。

「古墳時代」の遺構は、方形の竃付き竪穴住居杜が大小2基検出されている。検出地点は、そ

れぞれ調査区西側の5－F．Gグリッド､6－Gグリッドであり、1号住居杜は先の曽畑式土器の

集中地点の包含層の上位に位置する。住居杜からは、完形の壷などが出土した。

「近世」のものと推定される遺構は、土壌が一基確認された。土塘内には、副葬品は伴わなか

ったものの、一体分の人骨が出土した。遺物は、江戸時代の銭貨が2枚出土したのみである。

その他、調査区の中程を南北に縦断するかたちで、溝の存在が確認されたが、トレンチ（T）に

よる調査の結果、「近代」から遡らない程度の年代の溝と判明した。（丸山）

－12－
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第1節旧石器時代

第Ⅱ章

第1節旧石器時 代

熊本県地域においては最近、旧石器

時代の遺跡発見や発掘調査が多くなり、

編年作業や各時期の石器群様相の追求が

行われている。遺跡の分布を地域的に見

ると、阿蘇や球磨地方に遺跡が集中する

傾向が高く、平野部への分布の拡がりを

把握することや、菊池川、白川、緑川、

球磨川などの大きな河川流域ごとの内容

把握が望まれている。本遺跡の発掘調査

では縄文前･後･晩期や古墳時代の遺構・

遺物を主に調査が進められてきたが、途

中三稜尖頭器の出土があり、白川流域に

おける貴重な遺跡となるに違いなく、急

速、包含層の探査を行っている。熊本市

地域は阿蘇火口からの距離が遠くなり、

火山灰層も薄くなるが、後期旧石器時代

の包含層は第V～Ⅶ層に想定される。県

内での三稜尖頭器の出土は10カ所程が数

えられ、阿蘇郡小国町下城遺跡が最も著

名でその関連も問われるものである。し

かし、トレンチ調査の結果、明確に石器

遣

－

構・遺物

－

O ‘／、
L__一

＃
◇’

ぬ
い』
《肘

ハ
～‐ノ／

叩
05cm

ト ー 一 一

第5図旧石器実測図

と見れる遺物の出土はなく、包含層も確認ができていない。将来の調査を待たねばならないこと

となったが、以下、報告する2点の石器はこの地域に恵まれた遺跡が確実に所在することを述べ

てくれよう。さて、三稜尖頭器（1）は第Ⅲ層からの出土で本来的でない。断口はほぼ三角形で、

二面に加工を施している｡主要剥離面は素材が横長剥片であることを示している。二面の加工は

主要剥離面からや、加工面からと規則性に乏しい。明らかな基部調整は主要剥離面に及び、鋭い

先端の形成とともに端正な形状に仕上げている。なお、石材は青白褐色を呈するチャートと見れ

る。（2）は一部に二次加工や使用痕の見れる石器である。表採されたものであるが、三稜尖頭

器と時期を同じくするものと思える。石材は良質の黒曜石で鈍い光沢である。計測値は以下の通

り（1．長さ89.3,幅19.0m厚さ19.8mm重量25.329）（2.長さ37.0,幅29.6m厚さ11.3m重量8.95

9 ）（江本）

－ 14－



第Ⅱ章遺構・遺物

第2節縄文時代

1．早期（第6図）

本遺跡から出土した、縄文時代早期とされる土器は20点を数える。‘楕円押型文士器（1～3）、

山形押型文土器(4～7)、撚糸文士器(8～10)､条痕土器(11)､縄文土器(12)、山形押型文の手向

山式土器(13,14)､所属不明土器(15)､の口縁部・胴部片である。分布を見ると、調査区の東側に

沿った地域に集中している。さらに、幾分か削平の少ない東側の調査区域外に分布が広がると思

われる。これらの土器は、（7）を除き深鉢型の器形であろう。いずれも外傾し、直口･外反する口

縁部を持つ。（7）は内奄気味に立ち上がり直口する口縁を持つ浅鉢型の器形であろう。(13,14)は

胴部が強く屈曲した後、内雪しながら外反する口縁部を持つ典型的な手向山式土器である。胎土

は似かよい、長石､石英､角閃石が含まれる。色調は､(13,14)が灰黄色で、あとは黄褐色ないし明

黄褐色を呈している。そして、内器面はすべてナデ調整を施している。（15)は平椿式に類似する。

(平井）
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第 2 節 縄 文 時代

2．前期

(1)遺構（集石遺構第7図）

集石遺構が6－GグリッドのⅢ層下部で1基検出された。皿状土壌の中に熱を受けて、赤変し

たりヒビの入った、拳大や人頭大の円喋やその破砕喋で構成され、三日月状(長軸100cm，短軸55

cIn）を呈する。この形状は本来的な、北四半部を欠くものか不明である。集石遺構内の断面形態

は平らで、凹みが見られず、配石も不明である。石の配列については、何ら規則的なものは見出

せなかった。

土壌の埋土は分層できず、褐色土であった。遺構を構成する石材には加熱を受けた痕跡が見ら

れるが、焼土・炭化物は認められなかった。

また、土壌の東南部で、曽畑式土器の底部片1点（第26図154)が出土している。

この集石のある6－Gグリッドー帯の第Ⅲ層には、集石と同じ赤変や破砕した操が多量に分布

し、遺物（土器・石器）と同じ分布を示した。（第10～15図）熱を受けない自然石も幾分含まれ

るが、殆んどが集石を構成するものと同質で、大きさも似かよい、大きなものは丸い河原石が多

(平井）い。同じような集石を構成した喋と思われ、他に遺構が存在した可能性がある。

【
崖
郵
函

、
く
‐

＜

’ ’

④

蕊B一

雛

畑式土器(底部）

｜
＜

｜
＜

－B′B一

槻〃鯵零珍雲
L＝34.584m

1－－胃－－皇P
第7図集石遺構図
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第 Ⅱ 章 遺構・遺物

(2)遺物

1）轟式土器（第8図）

轟式土器が3点出土した。縄文時代前期の前半に位置づけられる、轟B式の範晴に入るもので

ある。これら土器の分布は、調査区東側の6－Bグリット出土であり、出土層位はⅢ層下層とⅣ

層上層であり､前述の縄文時代早期の土器と縄文時代後･晩期の細片と混在するかたちで出土した。

（1)は口縁部に貼付隆帯を巡らした､口唇部を欠く轟B－1式の口縁部片と思われる。一条の隆

帯しか窺えないが、おそらく隆帯間隔が広く隆帯数の少ないものであろう。隆帯は外面に粘土帯

を貼り付け、指でつまみ隆帯をつくっている。隆帯の断面は山形を呈する。内外器面ともハイガ

イによると思われる条痕が窺える。胎士には砂粒や角閃石を多く含み、色調は外面が灰褐色、内

器面黄褐色を呈し、器壁厚は7mを測る。

（2）はB－3類①に相当すると判断した｡胴部が張り､一旦頚部でしまって、外開きになる大き

な口縁部の付く器形を持つ胴上部片と思われる。つくり出し隆帯のモチーフは曲線を描き、その

隆帯には刻目を施し、隆帯のあいだを押引き刺突で充填している。内面にハイガイによる条痕が

残る。器壁は4mと薄い。胎士は長石・石英・角閃石を多く含み、やや粗めだが焼成は良好であ

る。色調は暗黄褐色を呈している。

（3）も（2）と同じ胴張の器形の胴部片であろう。孤状にモチーフされ、強調された貼付隆帯の

間を先端の鋭い棒状工具で強く押引刺突を施している。内面には横位の貝殻条痕調整がみられ、

その後で弱いナデを施している。胎士は長石等の砂粒を含み、（2）に比べ級密である。焼成は良

好で、色調は黒褐色を呈する。

本調査で、遺物の中心となる曽畑式土器に先行すると言われる患B式系土器がわずかながら出

土した◎層序的には、後・晩期土器の層位分布より下部で、密度は薄いが早期土器と混在する形

で出土している。しかし、曽畑式土器の分布が調査区西端に限られるため、曽畑式土器との層位

的な前後関係は判断できなかった。（平井）

抄
Ｉ窪

２

〃
！ 蕊且

0 10cm5

ー →二

第8図轟式土器実測図
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第2節縄文時代

2）曽畑式土器（第16図～26図）

〔曽畑式土器の検出状況〕

当遺跡の調査において検出した、沈線文を特徴とする曽畑式土器は、細片も含めると850点を

数える。この土器群の分布のおおまかな特徴は、(1)調査区西端の6－G，7－Gグリッドー帯

（検出面積約110㎡）に集中し、他の調査区域には全く認められないこと、(2)遺跡の基本層位で

示す第Ⅲ層（アカホヤ土壌化層）に集中しており、最下部からは全く出土していないことなどが

挙げられる。

この第Ⅲ層は、第9図の土層断面図（A－A，断面，B－B，断面）で示されるように、北西

側に緩やかな傾斜があり、西側の調査区境界線では厚さ60～80cmを測る。第Ⅲ層自体の分層は行

っていない。第10～15図に曽畑式土器を中心とする縄文時代遺物の平面分布図および、断面分布

図を示した。それによると、第Ⅲ層の傾斜に沿った遺物の分布が見られ、6－G区の東側地区で

は、後世の住居h上等による削平があり、曽畑式土器は出土していない。一方、調査区西側は遺物

の分布密度が高い。ここでの第Ⅲ層は北西に傾斜し、次第に厚さを増しており、本来的である。

この傾斜に沿って、西側の調査区域外にも遺物の分布が広がると思われる。多量の喋群も曽畑式

土器と同じ分布傾向を示した。また6－G区北西部では、後・晩期土器を主に含む第Ⅱ層を確認

できた。これらの土器は、第Ⅲ層にもかなり含まれるが、細片が多く、本来的には曽畑式土器群

より上層に位置すると判断できる。またこの第Ⅱ層からは、石鎌・石斧・摺り石などの石器も出

土している。

〔曽畑式士器の分類〕

次に土器の分類であるが、調査で得られた土器のうち、文様・器種・部位の判別が可能なもの

の中から160点を、滑石の混入の有無により2群に大別した。さらに第2群においては、土器の

残存部位毎に便宜的に3グループに分け、それぞれのグループごとに、文様構成や施文技法の違

いをもとに細分し、当遺跡出土の曽畑式土器の位置づけを試みることにした。分類は次の通りで

ある。

分類、謡
滑石混入土器

非滑石混入土器ﾏ識三
口縁部残存土器片

胴部片

底部片

なお、出土した850点の土器のうち、図版（第16～26図）及び観察表（第2～4表）には160点

を掲載した。

－ 18－
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く第1群土器＞（滑石混入土器）（18～27）

胎土に多量の滑石の混入が認められるグループである。口縁部片1点、胴部片12点（うち3点

が接合)の出土で、全体の遺物点数との比は、1.5％と少ない。滑石の混入は西北九州地域の曽畑

式土器では多く見られる現象であるが、中九州地域では一般的に量的に少ない。今回の調査でも

同様の状況を示しており、特徴的であるので、非混入土器と分類して作業を進めることにした。

本群の(18～27)を見ると、深鉢形・鉢形の器形を持つ土器片と推測される。全体的に器壁は5

”前後と薄く、一様に茶褐色から暗褐色を呈する。器面の調整は、丁寧なナデが全体に施され、

器面の滑らかさが特徴的である。施文技法としては、沈線文(18～27)と刺突文・口唇刻目文(18）

が見られる。

文様構成は、（18)は外反する口縁部の外面に数条の平行沈線文を、内面に太めの刺突文を連ね

て、さらに平坦な口唇部に刻目を施している。（19)は上位に、平行沈線文の上に2条の連続山形

文を付加している。この文様が口縁部外面文様と判断する。さらにその下位の胴部上半文様帯に、

いわゆる複合鋸歯文が配される。（20)は残存する胴部全体に、平行沈線文を巡らしている。ミニ

チュア型の器形を持ち、器壁厚は3.5mと極めて薄手である。（21～24．27)は縦位・横位の沈線

文や短沈線文により、四角形や市松文様的に組み合わせる文様構成と考えられる。（25)は平行沈

線文に山形文を重ねた文様構成の一部であろうか。

以上、文様構成について簡単に触れたが、使用した文様の名称は、次の第Ⅱ群土器での文様分

類と同じくして進めている。

＜第Ⅱ群土器＞（非滑石混入土器）（1～17,28～160）

滑石が混入されていない土器を一括して、第2群土器としている。以下、第1〒3グループ°に

分けて報告を行う。

第1グループ（口縁部残存土器片）

口縁部は小片を含め72点の出土であり、全体の遺物点数との比は8.5％になる。（同一個体、口

唇部を欠く口縁部を含む図掲載分は53点）

器形について見ると、大型の深鉢形土器を中心に、小型の深鉢形、鉢形土器などが想定され、

浅鉢形の器形を持つ土器は見当たらなかった。口縁部・口唇部の形態は、曲線的に外反するもの

が多数を占めるほか、直口するもの、やや内沓するもの、内傾するものなども認められた。これ

に加えて、口縁部の断面形態について観察し、5形態の分類を試みた。①平坦形②片刃形③片丸

刃形④両刃形⑤丸形である。さらに口唇部については、口唇部外端を小さく外折りにしたり、つ

まみ出したり､屈曲したりして､誇張する例が見られ、また全体の6割に刻目や刺突文を見ること

ができる。観察表では、便宜的に口唇部の施文を口縁部内外文様帯と切り離して、口唇部文様と

－ 26－
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した。口縁部内面文様は、口縁部外面文様と対応する場合と、異なる場合、無文の場合をそれぞ

れ分けて示している。

以下、口縁部の文様構成・施文部位・施文技法・内面文様等の相違により、第1～6類に分類

を試みた。

第1類（刺突文）（1，2，16，28，29）

口縁部内外面のいずれかに、刺突文が施されるもの、斜位の短沈線で「<」の字状に施文され

るものを本類とする。（口唇部の刺突文を除く）わずか5点（2例は内面のみの施文）を数える

のみであるが、このことは当遺跡の曽畑式土器文化期の時期想定の上で主要な材料となろう。

（1，16，29)は外面のみ､（2，28)は内面のみに刺突文が施されていて、内外面ともに施文され

るものは認められない｡それぞれについて見ると、（1）は恐らく大型の深鉢形を呈すると考えられ、

やや外反する口縁部は、先端が尖る。復原口径39.0cmを測る。刺突文と沈線文により施文される

文様は、まず口縁上部に2連の連続刺突文を巡らしている。器面に対してほぼ垂直に刺突されて

おり、丁寧かつ刺突文全体に均一性が見られる。出土土器の中で唯一の純然たる刺突文である。

連続刺突文の下段には、数条の平行沈線文に2条の連続山形文を重ねているが、内面にも同様の

文様が配されている。さらにその下には、別の文様要素（複合鋸歯文）がわずかに窺える。口唇

部への施文は見られない。（16)に見られる文様は、従来より「羽状文」と呼ばれているものであ

る。口唇部に斜位の短沈線を「く」の字状に連続して施文している。当遺跡では、この文様要素

が胴部文様として拡大展開したものがある。（第2群土器第2グループ°第2類）復原口径7.4cmを

測るミニチュア型の特異な器形を持つ。内面は無文で、口唇部に刺突文を施している。（29)は小

片であるが、口縁部外面に刺突文、内面に平行沈線文が窺える。（1）に比べやや長めの刺突を、

上→右斜め下方向に施文している。やはり均一性を持つ連続刺突文である。

次は、内面に刺突文が施されるもので、（2）は口縁部内面に切れ長の刺突文で「<」の字連続

文（羽状文）を配している。やや短沈線化するものもあり、多少均一性に欠ける。（2）の場合、

口縁部外面に平行沈線文を、その下の胴部文様に左斜め下方向に平行斜線文を施している。

（28)は他に比べ特異である。小型の器形で器壁が薄く、器面調整も雑である。口縁部外面に平

行沈線文を配し、内面に切れ長の刺突文を上→下方向に施文している。この刺突文は、長さ5～

10mmと一定しておらず均一性に欠ける。刺突文というより、縦位の短沈線文と呼んだほうが妥当

であろう。

第2類（平行短沈線文）（3，4，5，7～14,30～50，64，65）

口縁部外面に、数条の横位の平行沈線文を配するものを本類とし、さらに同じ平行短沈線文に

よる内面文様の有無、他文様との対応、口唇部の施文の有無、沈線文の変化等により、A～Fに

－29－
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第2節縄文時代

分類した。なお、このうちA及びBで口縁部の約1/3を占めている。

A・口縁部の内外面ともに平行短沈線文を配するもので、口唇部に施文のあるもの

A1．短沈線が水平になるもの（3，7，10，12，13，14，30～42,65）

A2・短沈線が斜行するもの（5）

A3．短沈線が曲線のもの （4，65）

B・口縁部の内外面ともに平行短沈線文を配するもので、口唇部に施文の無いもの（43）

C・内面が無文のもので、口唇部に施文のあるもの（44，45，46）

D・内面が無文のもので、口唇部にも施文の無いもの（8，11，47，48，49）

E・短沈線が条痕状に浅くなるもの（9，49）

F・内面に、2段に斜位の短沈線文が施されるもの（15）

これらは、器形が大型と小型の深鉢形土器に二分されるようである。口縁部形態に関して見る

と､ほぼ次の特徴が挙げられる｡A，E、Fは､(12)を除き､やや外反する。B、C、Dは、（46)を

除き、直立または内奄気味に立ち上がる。次に口唇部に関しては、平坦面や丸みを持つものが多

く、先端が尖るものは(40,41)のみである。A・C（46のみ)．Fになると、つまみ出し、外折

れが見られ、刻目や突帯文が施されるなど、やや誇張気味である。

第2類土器の中で、（3，4，5，8，10，12，15，39，44，45)には下位の胴部文様が窺える。

このことは土器全体の文様構成を知る貴重な資料である。それは、第2類の口縁部外面文様の下

位に続く胴部文様として、短沈線文による綾杉文（10，44，45)、網代文（3，4）、縦位の区画

線を持つ複合鋸歯文（5，12)、平行短沈線文（8）、羽状文（15)、胴部文様が施されないもの

（11）などが見られ、他の口縁部の場合もこれらの文様に対応してくると考える。（8）のように、

胴部に口縁部文様と同じ平行短沈線文が引き続き施文されたり、（11)のように胴部文様が施文さ

れず、口縁部文様に集約されるものは、特に留意すべきであろう。

第3類（山形文）

口縁部の外面、あるいは内面文様帯に、数条の平行短沈線文を施文した上に1～3条の連続山

形文を重ねる文様が配されているものがある。

この文様構成は、当遺跡の場合胴部上半文様とされているが、（1）のように口縁部外面の連続

刺突文の下位と、内面文様帯に配される例は一例のみであり、ほとんどは、上位にくるはずの刺

突文が省かれた形で口縁部文様として固定されている。さらに、必ずしも内外面文様帯の両方に

第3類文様が配されるのではなく、平行短沈線文や無文との対応もあり、多様性に富んでいる。

これらの文様構成は、内外面の対応関係や、他文様（平行短沈線文・無文）との関係により、A、

B、Cの3つのパターンが考えられる。

A・第3類文様を、口縁部内外面双方に配するもの（1，50，51，52）

－32－
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第 Ⅱ 章 遺構・遺物

B・外面文様帯のみに、第3類文様を持ち、内面には平行短沈線文を施すもの（53,54）

C・内面文様帯のみに、第3類文様を持ち、外面には平行短沈線を施すもの（55,56）

C，､内面文様帯のみに、第3類文様を持ち、外面は無文のもの（17）

本類の器形は､小型の浅鉢形土器に近い(17)以外は､大型の器形を持つものと思われる。口縁形

態は、（52)の内奄気味の口縁部を除いては、外反あるいは直口する。口唇部については、残存す

る土器片の断面形を見ると、①先が尖るもの（両刃形，片刃形)、②丸形になるものに限られ、

平坦面を持たないようである。（52，55，56)の口唇部に刻目が見られるが、さほど口唇部に誇張

は窺えない。

次に、A，Bに限られるが、第3類文様を口縁部外面に持つもので、（1，19，51)などからは

下位の胴部文様が窺える。この場合いずれも複合鋸歯文が配される。

第4類（四角組合せ文、網代文ほか）（6，57～62）

第1～3類の口縁部文様に見られるような、連続刺突文、数条の平行沈線文、連続山形文が施

文されずに、いきなり胴部文様とされる、四角組合せ文、網代文が施文されるものを本類とする。

本類の器形は、すべて大型の器形を持つものと考えられる。口縁部形態は、外反気味のもの

(59,60)、外傾気味のもの（57，58，61，62）となる。口縁部断面形を見ると、片刃形（6，61，

62，63，64)、両刃形（59,60）の両方がある。内面文様は、すべて数条の平行沈線文を施す。

口唇部には、（59)に刺突文、（60，61，62)に刻目が施文される。

本類については、引き続き下位に口縁部文様と同じ文様が施文される可能性が高い。

第5類（押し引き文ほか）（64,65）

特異な口縁部形態を持つもの（65)、押引き沈線文が見られるもの（64）を、他と区別して本

類に一括した。（65)はやや外反する口縁部が波状を呈し、肥厚気味で丸みを持つ口唇部に刻目を

施文している。文様分類から言えば、第1グループ°の第2類のA3に相当する。（64)は口縁部が

｢〈」の字に大きく外折れするもので、内外面に平行短沈線文を施し、平坦な口唇部には、刻目を

施文している。第1グループ°第2類のA1に属する。この(64)は、内外面の最上段に押引きによ

る沈線文を施している。この押し引きによる施文は当遺跡出土の土器の中で、この一例を見るの

みである。

第6類（17）

（17)は、器面全体に文様がなく、従来の曽畑式土器に見られない資料である。口縁部内面に、

第3類文様に相当する4条の平行短沈線文に、連続山形文を重ねるだけにとどめた文様である。

この特異な土器は、器形や器面調整についても他と異なった特徴を持つ。小型の鉢形土器の器形

－ 3 5 －
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で、口唇部に丸みを持ちほぼ直口する口縁部は、規則性のない凹凸があり、さらに粘土の一部を

外に巻き出している。胎士は細砂粒を混入し、焼成はやや不良で、外面の器面全体にヒビ割れが

ある。色調は、赤褐色から茶褐色を呈する。調整は、外面はナデており、内面は全体に板状の

（茎）状の原体によると思われる削りを施している。また、内面の施文部位は、ナデ調整の後、

器面が柔らかいうちに施文したものであろう。一般的な施文後のナデは行っていない。

第2グループ（胴部片）

胴部を一括して本グループとする。これらの胴部文様は、短沈線、刺突、縦・横区画線などに

より多彩な文様構成を成している。構成された文様の基本的なモチーフの追求を可能な限り試み

ることにしたい。この基本的な文様モチーフとして複合鋸歯文・綾杉文・羽状文・網代文・四角

組み合わせ文・短沈線文・無文・その他の文様に分類をしてすすめ、その結果を土器観察表にあ

らわしている。ここでは、典型的なものを取り上げ特色を記していきたい。

第1類（複合鋸歯文）（67，69，77，89，94）

本類は、三角形を連続的に横位に展開し、さらにその中を、斜め沈線で交互に埋めているもの

で、三角形がつながりノコギリの刃のようなモチーフを持つことから複合鋸歯文と呼ばれている

ものである。鋸歯文は多くの場合、「正三角形を呈する」と規定されることがあるが、本類の場

合は、二等辺三角形、直角三角形に近いものとなり、全体的に縦長の傾向になる。

（67）は端正な三角形の形状で明確な施文を行っており、最も典型的な資料である。逆に三角形

文様が不明確なもの、細かったり乱雑な施文も多い。また、（67）は一部の隙間に斜め沈線では

なく縦の短い沈線を充填させる特徴がある。（94）は細く、おなじ方向の斜め沈線であり、複合

鋸歯文とできない可能性もあるが、上位の文様帯は区画をなす短直線であり、内面文様を認める

ことができることなどから口縁部近くの土器片であることがわかる。同じように複合鋸歯文は上

下に区画をなす沈線や短沈線の文様帯を持つことが多く、（67，69，77，89）らはその現象を示

している。このようなことから鋸歯文が施文されている部位は、胴部上半部が多いものと判断さ

れる。

先に報告したように本遺跡では口縁部に刺突文を巡らす資料が皆無の状況であり、一般的な施

文形態、即ち、口縁部から胴部にかけて刺突文～横区画～複合鋸歯文～横区画（平行短沈線）と

の連続性は無いようである。寧ろ、このことが本遺跡の特色を示すかのように（51）では刺突文

を施すことなく、短沈線に連続山形文を複合させた文様帯に続き複合鋸歯文の施文を行っている。

（67）に見られた複合鋸歯文の上下に短沈線があることにより、上下に区画文を施す技法の伝統

は残しているようである。
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第2類（綾杉文）（10，118，119，120，124）

本類は胴部文様として、短沈線によって「〈」の字連続文を施文するものである。このような

「〈」の字を縦位に展開するものを「綾杉文｣、横位に展開するものを「羽状文」と二分してみ

た。両者は斜め沈線を連続して構成する文様であり、複合鋸歯文や長線化した刺突文などから変

容したものと捉えられよう。

綾杉文の出土点数は少なく大きく流布する傾向はない。（10）に口縁部から連続した文様形態

を見ることができる。刺突文を持つことなく、短沈線文に続きこの綾杉文の施文があり、下位に

も短沈線が認められ、更に下位に綾杉文が連続するか否か知りたいところである。この土器は小

型の深鉢に準じて細く、短い斜め沈線を連続させた綾杉文であるが、（124)は粗く長い斜め沈線

で構成している。浅い彫り、そして貧弱な施文具と見られ文様形態や施文方法にもバラエティが

認められる。ところで、この資料は（125,126）と底部へと連続している。下位に短沈線での区

画文そして底部に四角組み合わせ文を施していることが見られる。粗雑な文様ではあるが、伝統

的な全面施文形態を留めている。

第3類（羽状文）（15,127,128,130,131）

（15）は横位区画に挟まれて文様帯となる例で、（127）は文様帯の中の一区画内に充填したも

のである。前者は太く長い、後者は短い斜め沈線を連続させて羽状文としている。このほかにも

数点の小破片があるが大きく展開することはないようである。

第4類（網代文）（3，4，139，14）

本類文様は、横位と縦位の数条の沈線や短沈線を交互に組み合わせて、市松文様のモチーフを

描くものである。本類では、この文様構成を視覚的に編み目模様にとらえた「網代文」と呼びた

い。

本類の施文パターンを（3）でみると、基本的には4～7条の、横位と縦位の平行沈線を交互に、

かつ右回りに描きながら、さらには下→上段へと胴部全体に展開させている。他の胴部上半部片

（4,137～143）と、胴部下半部片（144,145）の場合は（3）と同じもの、逆に左回りに描いてい

くもの、上段→下段の施文展開をするものもあり、一定していないようである。また本類文様が、

他文様帯に施文される例がある。第1グループ°第4類の(61,62)は下段に､第3グループの(159）

は底部に施文されているが、恐らく（59,60）は下段に、（159)は上段に、文様が引き続き施文

されるものと思われる。すべてに胴部の横位、縦位の区画沈線は認められない。こうしてみると、

本類文様は他の文様構成と異なっている。それはこの網代文が単一の文様を縦・横方向に繰り返

して全体文様を構成するのであるが、曽畑式土器の一般的な文様構成は、異なった数種類の文様

帯があったり、縦・横位区画を行い異なった文様を充填することが多く、単一の文様で全体文様
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を構成する例は少ないのである。

（3）では口縁部上位から縦沈線があり、「くずれ」と認識するが、（4）では横沈線文で第1文

様帯を構成しており本来的なものと判断できる。

第5類（四角組み合わせ文）（23，92，93，140，147，151，152）

基本的には沈線を組み合わせる文様で四角や方形、平行四辺形の形状を示すものを捉えること

としたが、このような形状を示すものを全体感から第4類網代文で捉えたものが多く、本類は僅

かな資料となる。そして、前類との区分けにも困難さがあり、この形状が強く意識されて施文さ

れているのかとの疑問があることも前提としておきたい。それは、単に文様間の空間を埋めるた

めに生じた形状である可能性が強いことでもあるからである。

（140,147）は細片のなかに四角形文様が認められることができる。同じように、平行四辺形

の形状を示すもの（92,93,151,152）がある。それぞれ斜め沈線文の間を、短い斜め沈線で満

たしており、文様間の隙間を埋めた文様と認識されるものであろう。

第6類短沈線文（8，20，98，100，104）

胴部には数多くの短沈線文が認められる。殆どが直線的に連続して横走するもので、なかには

①やや斜行するもの、②曲線的なもの、③長めのもの（4～5cIn)、④短いもの（1.5～2cm)、

⑤太めのもの、⑥細いもの、⑦彫りが深いもの、⑧彫りが浅いものなど種々の様態が見られ

る。

通常的に上位の文様の変化に関わらず､胴部下半から底部に短沈線文が多いものであるが､（8）

では口縁部から一面に短直線を施すものがある。これでは上位が短く、そして細くなる傾向はみ

れるが、土器全体に通じる現象であるかは明確にできない。

第7類その他の文様（4，5，7，44，127）

総称した文様として呼ぶことの困難な土器群がある。（5）であり、（4）のすぐ下に接合できる

ものであろうが、特徴的な文様をもっている。ここでは縦位区画を行ったあと、さらに左右の区

画線の中間に2～3条の短沈線を縦走させ、幾何学文様を施している。三角形や菱形の文様構成

となっている。粗い沈線の連続であるが空間が無いように綿密に充填している。同様の施文が底

部まで続くものと予想される。なお、縦位の区画が施されたものにはこのほか（7，44，127）

などにも見られるが概してその比率は高くない。

第3グループ（底部片）（154～160）

底部は、貼り付けを明瞭に示すもの（157）があり、一般的な技法のようである。底部までの
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第2表曽畑式土器観察表(1)

－ 4 4－

番号
出土

地 区
届位 馨 菌

喪存

部 位
形 態 の 特 徴 文樺の特徴

口唇部

施文

断 面 形 鯛

法員

口径
鴎高

濁壁
厚

色岡

外 内

胎土 焼成
盟面岡整

外

●
０
山
令

内

鯛考

01 eC Ⅲ 深鉢 口縁部 .廠一やや外
．唇一尖る

反 外刺突短
内短沈線十

応録十山形
11形

なし

片丸刃形
銘.8m 7画 笹色 掻色 1.3 良好 ナデ ナデ

02 eG 、 鉢 口縁部 ．鯨一面口
｜コ唇部一尖る
外 短 沈 哩
内刺嘆

なし
平 鋼 形

25.4m 10画
にぶい

赤褐色 明赤褐色 1．2 良 ナデ
条拠の
あとナデ

03 GG Ⅲ 深鉢 ロ縁部
。豚一やや外反
． 底 一 平 顔 面 寺つくる ’

外題沈騨嗣代
内祖沈鰹

咽座の期日

丸形
39.2m 7～9E回

にぶい

幡色
にぶい

幡色
1.3 良 ナデ

条喚の
あとナデ

“ GG 、 深鉢 口縁部
．韓一やや外反
．騨一平銅而をつくる ’

外短沈理嗣代
内 短 沈 綴

刻目
平掴形

41.0m 8E． 黒褐色 照褐色 1.5 良 ナデ ナデ

鴫 GG Ⅲ 深 鉢 閥 部 口縁一直口 ’
外縦区画三角形と菱形
内 ナ シ

ー 8ﾛコ 黒褐色 照褐色 1．2 良 ナデ ナデ

鮪 伝G 、 鉢 胴部
口靴一画ロ

｜口辱舗一尖る
外鯛代
内短沈換

刻目
平担形

25.吋 8～9画
にぶい

褐色
明褐色 1．2．3 良 ナデ 条擾の

あとナデ

” GG 、 深 鉢 口縁部 口職一外反
口唇一平坦面をつくる 内外 短沈 線

刺突
平網形

28.0m 8画 黒褐色
にぶい

苗幡僅
1.3 良 ナデ ナデ

鯛 eG Ⅲ 鉢 口縁部
口
厚

画
肥

一
一

稼
唇

口
口 外 短 沈 線

なし

丸形
25.2m 8画 浅黄橿色

にぶい

苗好伐
1．2 良 ナデ ナデ

的 6-G Ⅲ 鉢 口縁部
口轍一面口
口唇一先端丸くなる

外 短 沈 線
なし

両刃形
27.of、 7～9画

にぶい

褐色
にぶい

黄柵僅
2.3 良 ナデ 条倶の

あとナデ

10 GG 、 小 鉢 ロ縁部
口緑一外傾
口厚一平坦面をつくる

外
内

豆沈魁
目沈臼

綾杉 期目
片丸刃形

8.0m 7画 褐色
にぶい

黄堀色
1.2.3

3が多い
良 ナデ

条擾の
あとナデ

11 eG 、 小 鉢’
ロ轍部
底 部

口鞭一画口
口唇部－やや尖る 外 短 沈 線

なし

片丸刃形
5.4m 7画 黒褐色 照褐色 1．5 良好 ナデ ナデ

12 eG 、 小鉢 口縁部
口睡一内賦

口唇一肥厚させ平坦面
をつくる

外短沈畷十駐区画

内短沈線

刺突

平担形

4.吋 8画

にぶい

黄笹色

にぶい

黄褐色

2．3

3が多い
良 ナデ ナデ

13 GG 、 小鉢 口鰍部
傾
る

外
尖

一
一

磁
唇

口
口 内外 短沈 縄

！

片：
リ 突
L刃形

6.恥 7画
にぶい

樋色
にぶい

幡色
1．2．3 良好 ナデ ナデ

14 eG 、 小鉢 口縁部
口靴一やや外反
口唇一尖るが平坦面を
つくる

内外短沈線
刺突（2列）

平担形
2.2m 8画 褐色

にぶい

概色
2．3 良 ナデ ナデ

5 6~G 、 小 鉢 口縁部
口は－やや外反
口唇一丸くなる

外羽状文
内包弓月輪排触

刻目
丸形

5.8f、 6－8画 灰褐色
にぶい

黄陥色
1 良 ナデ ナデ

6 ザG 、 小 鉢 口縁部
ロ鰍一外傾
口唇一肥厚させ平担面
をつくる

外羽状文
刺突

平担形
8.8m 7m

にぶい

黄幅色

にぶい

黄褐色
1．5 良 ナデ ナデ

7 6-G Ⅲ 小 鉢 口織部
ロ嫁一皿口
口唇一丸くなる

外無文
内短沈鯉十山形

なし

丸形
16.欧、 7～9E口 暗赤褐色

椴色
姻灰角

1.2 良 ナデ 条膜の
あとナデ

8 6G 、 鉢 口織部
口稼一外反
口唇一平坦面をつくり

す

外題沈緑

内押点文

刻目

平担形

ー 7画

にぶい

赤褐色

にぶい

赤褐色
4 良 ナデ ナデ

9 6.7-G 、 深 鉢 胴 部
外短沈緑十山形

抱合侭備
ー ー 7画

にぶい

赤褐色
暗赤褐色 4 良好 ナデ 条拠の

あとナデ

釦 eG 、 小鉢 胴 部 外‘短沈線 － 3E口
にぶい

赤褐色
にぶい

赤褐色
4 良好 ナデ ナデ

21 6-G 、 深鉢 鯛 部 ー 外四角組合文 一 ー 6画 暗赤褐色
にぶい

赤褐色
4 良好 ナデ 条倶の

あとナデ

22 e G 、 鉢 胴 部 一 外四角組合文 一 5画
にぶい

赤褐色
にぶい

褐色
4 良好 ナデ

条倶の
あとナデ

23
Ｇ
括

ケ
ー 、 鉢 胴 部 外四角組合文 一 ー 5画 明赤褐色

にぶい
櫓色

1.4 良好 ナデ 条倶の
あとナデ

24 6-G 、 鉢 闇部 ー 外四角組合文 一 ー 5～6m
にぶい

赤褐色
褐色 4 良好 ナデ

条拠の
あとナデ

25 けG 、 鉢 胴 部 ー 外短沈線十山形 ー ー 8画
にぶい

赤褐色
にぶい

赤褐色
1.4 良好 ナデ ナデ

26 6-G 、 鉢 園部 ー 外短沈緑 ー ー ： 8 国
にぶい

赤褐色
にぶい

赤褐色
4 良好 ナデ ナデ

27 eG Ⅲ 鉢 胴 部 外四角組合文 ー 6画
にぶい

赤褐色
灰褐色 4 良好 ナデ

条換の
あとナデ

28 eG 、 鉢 口縁部
.縁一直口 ｜記＝〃』、っ 関：瀞線

なし

片丸刃形
5国 黒褐色 灰黄褐色 ･2．3 良 ナデ ナデ

29 GG 、 鉢 口織部
.稼一タ
コ唇一割

反
る

する

’
外刺突文
内短沈線

なし

片丸刃形
7画

にぶい

侭色
灰褐色 ･3 良好 ナデ ナデ

30 6－G Ⅲ 鉢 口緑部
タ
訓

一
一

轍
唇

口
口

反
る 内 外短 沈線

なし

片丸刃形
8画

にぶい

樋色 黒褐色 良好 ナデ ナデ

31 6-G 、 深 鉢 口緑部
タ
Ｊ

一
一

緑
唇

口
口

傾
る 内外′'

刻目
平担形

一 9画 侭色 笹色 ･2 良好 ナデ ナデ

32 6~G Ⅲ 鉢 口織部
タ
割

一
一

緑
唇

口
口

傾
る 内外′′

刻目
平担形

－7～9画
にぶい にぶい

鵬伝冒茜鳩伝
･2 良 ナデナデ

33 6－G Ⅲ 鉢 口緑部
口嫁一外傾
口唇一平坦面をつくる

内外′'
刻目
平担形

－17～9画 照褐色笹色 ･2．3 良好 ナデナデ 炭化物付着

34 e G 、 鉢 口織部
口織一外傾
口唇一平飼面をつくる

内外’'
刻目
平旧形

－6～9E回
にふ

仔伍 灰褐色 良 ナデナデ

35 6.7-G 、 鉢 口緑部
口睡一やや外反
口唇一先端尖る

内外’’
刻目

片丸刃形
7画 明赤褐色

にぶい

赤褐色
2．3 良好 ナデ－ナデ

36 6.7-G 、 鉢 口廠部
口緑一やや外反
口唇一尖る

内外’’
刻目

片丸刃形
7m 灰褐色

にぶい

褐色
1．2．3 良 ナデ ナデ

37 6-G 、 鉢 口緑部
.豚一直口
司＝斗幽 〃』、字 内外短沈線

刻目
平担形

－6～9画 灰褐色 柾色 1．2．3．5 良好 ナデ ナデ
外回全体に灰
化物残る

38 6-G 、 鉢 口緑部
.靴一画口
＝ ＝ 坐 凸 ▲ 且 q 〃 l 笠 守 内外′'

刻目
九形

一 7画 黒褐色
にぶい

縮伝
1．2 良好 ナデ ナデ 外面全体に灰

化物残る

39 6~G Ⅲ 鉢 口縁部
.韓一やや外反
.唇一平畑面寺つくる

内外’’
外十縦区画

刺目
片丸刃形

一 8画 黒褐色 黒柵色 1．2 良好 ナデ ナデ

40 6－G Ⅲ 鉢 口緑部
ﾕ 稗 一 や や 外 反

.唇一尖る
内外′'

なし

両刃形
- 9画 燈色 笹色 1.2 良 ナデ：ナデ

41 6-G 、 鉢 口緑部
｡韓一やや外反

.辱－尖る
内外′′

刻目
片丸刃形

ー 8国。 黒褐色 黒褐色 1．2．3 良好 ナデ；ナデ
タ
ｆ

･画に炭化物

･藩

42 6-C Ⅲ 鉢 口緑部
｡啄一やや外反
.辱－尖る

外題沈覇
内短沈衝 ＋山形

なし

片~丸刃形
10国 照褐色

にぶい
黄細色

1．2．3 良 ナデ ナデ

43 eG Ⅲ 鉢 口緑部
.韓一亜口
凸■＝吟… 〃』、夕 内外短沈線

なし

丸形
－ 8画 明赤褐色 笹色 1.2 良 ナデ ナデ

44 6-G 、 鉢 口殿部
口轍一やや内琢

口唇一丸味を帯びる

外題沈職十砿I墨画

崖の純杉女

刻目

九形
一6～7画

にぶい にぶい

褐色：画柾色
1．2 良 ナデ

棒状具に
による研
鴎状刷軸

45 6-G Ⅲ 鉢 口織部
口職一画口

伺鹿一生塾〃』、五

外 短 沈 線
刻目

九形

ー 7画 暗褐色
にぶい

幡伍
1.2 良 ナデ

羅状具に
による研
閥状鯛軸

(44）とI剛一個

体

46 6G 、 鉢 口縁部
口緑一やや外反
rロ ー － ． 2 豊 竺 型 〃 』 、 宝 外 ′'

期目
片刃形

8画 褐灰色
にぶい

隅色
1.2 良好 ナデ ナデ

47 eG Ⅲ 鉢 口縁部
口豚一画口
口唇一先端尖る

外′'
なし
両刃形

6画
にぶい

褐色
灰褐色 2 良好 ナデ ナデ

48 6~G 、 鉢 口織部
口轍一直口
口唇一丸みを帯びる

外’'
なし

九形
7画

にぶい

褐色
灰褐色 1 良 ナデ ナデ

49 eG 、 鉢 口緑部
甑
る

外
尖

一
一

轍
砥

口
口

内外題沈録 なし

片九刃形
： 8 画 照褐色灰褐色 2．3 良好 ナデ ナデ

50 GG 、 鉢
部
折

鞄口
付

口輝一江口 内外題沈観十山形 ー 6画 暗褐色灰褐色 1．2．3 良 ナデナデ

51 GG 、 鉢 口織部
口
蟻

亜
先

一
一

職
辱

口
口 部尖る ’

和外′’
外抱合侭歯文

なし

両刃形
一 8m 樋色 橿色 2．3 良 ナデ

条倶の
あとナデ

52 6-G 、 鉢 口緑部
口
み

匝
丸

一
一

韓
唇

口
口 を帯びる ’

外短沈線十山形
内短沈線

刻目
平担形

7国 黒褐色 明赤褐色 2 良好 ナデナデ

53 けG 、 鉢 口織部
口緑一匝口
口唇一尖る

外短沈線十山形
内 短 沈 隙

なし

片丸刃形
7画

こぶも

黄制 侭 照褐色 ･2．3 良 ナデ ナデ

54 6-G 、 鉢 口緑部
.緑一直口
司厚生聖"』、五

’’
な し

片丸刃形
一 8噸

こぶ＆

黄N 仏
にぶい

黄柵倹
良 ナデ ナデ

55
1号

一

■
申
■
ｐ
■
宮
■

、 鉢 口縁部
.職一画ロ
コ辱一失蝋丸み寺帯びる

外融沈線
内短沈鯉十山形

刻目
丸形

－ 10m
こぶ､

N侭 灰褐色 良 ナデ ナデ

56 7－G 、 鉢 口緑部
．稼一西口
。睡一肥厚させる

〃〃
月
形

刻
丸

ー 7画
こぶも

赤N 価 樋色 ･2．3 良好 ナデ ナデ

57 6.7-G Ⅲ 鉢 口緑部
傾
る

外
尖

一
一

轍
辱

コ
ゴ

外繭

内蔵
沈
沈
:線十四角組合文
:線

なし

両刃形
一 ‐ 9 画

にぶい 没い
茜t碍伝‘缶鯉伍 良好 ナデナデ

認 GG 、 鉢 口轍部
口
る

直
尖

一
一

嫁
唇

。
。

〃〃
な し

両刃形
一 8画 灰褐色

にぶい

絶色
良好 ナ デ － ナ デ

59 7-G 、 鉢 口緑部
口緑一やや外個
口軽一平担面をつくる

〃〃
刺突
平担形

ー さ 8 画
にふい

胴伍 侭色 ･2．3 良好 ナ デ ナ デ

釦 、 鉢 口靴部
口轍一やや外蝕
口唇一尖る

外嗣代

内 短 沈 線
剥突
平桐形

33.lrm7画
にぶいにぶい

隅侮0缶幡術0
･3 良好 ナデ‐ﾅ･デ
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麗面岡整

外内

」 ’ ’ ’良好 -ﾅｰﾃﾞケズリ2．3

－45－

伽考

61 、 深鉢 口縁部
口
る

匝
尖

一
一

粒
唇

口
口

外匹
内姪

角組合文
沈線

刻目
平担形

8画
にぶい

褐色
にぶい

幡僅
1．2 良好 ナデ ナデ

62 、 深鉢 口縁部
口融一面口
ロ底一生鐘坐る

〃〃
刻目
平担形

■■■ 8画
にぶい

褐色
燈色 1．2．3 良好 ナデ ナデ 補修孔あり

63 Ⅲ 深鉢
口縁
付

冊
斤 ’

外網代文
内沈娘

一 ー 8画 橿色 笹色 1．2．3 良好 ナデ ナデ

64 、 鉢 口縁部
畷一画下で外
ロ辱一平坦面 湾篭’

内外短沈録
内押引き

１
●
』
リ日

z担形
ー 6～9画 褐色 笹色 2.3 良 ナデ ナデ

65 Ⅲ 鉢 口縁部
口隊一外傾
口唇一肥厚させ丸みを
帯びる

内外題沈線

外押引き

なし

丸形
6画

にぶい

赤褐色

にぶい

赤褐色

1．2 良 ナデ ナデ
外血に灰化物

付鋳

“ GG 、 深 鉢
口豚部
付近

ー
外題沈腺十複合鋸歯文 ー 一 8画 照褐色 黙褐色 1．3 良 ナデ ケズリ

67 GG 、 深 鉢 胴部 ー ﾀタ 一 ー 8画
にぷ

8色
にぶい

黄褐色
1.2 良 ナデ ケズリ

68 eG 、 深鉢 胴部 ー 〃〃 ー 6画 照褐色 笹色 1.3 良好 ナデ ナデ

69 eG 、 深鉢 胴部 一 ’ノ ー ー 6画 黒褐色 橿色 1．2．3 良好 ナデ ナデ

70 eG 、 深鉢 鯛部 ー ’〃 一 8国
にぶい

褐色
にぶい

黄褐僅
1 良

丁寧な
ナデ

ナデ

71 eG 、 深鉢 嗣部 一 ノノ ー 7画 黒褐色
にぶい

黄概色
1 良 ナデ

ケズリの

後ナデ

72 GG Ⅲ 鉢 鴎部 〃' ー ー 6画 笹色
にぶい

柵色
1．2．3

やや

不良
ナデ ナデ 赤色土粒含む

73 7-G 表採 深鉢 園部
外短沈観十硬合腿歯文

ー 7E回
にぶい

赤褐色
にぶい

赤褐色
1．3 良 ナデ ナデ

74 eG
1号
体内 深鉢 扇部 ー ′〃 ー 8E口 橿色 明赤褐色 2.3 良好 ナデ ケズリ 赤色土粒含む

75 6-G 、 深鉢 胴部 〃' 10画 笹色 橿色 2．3
やや

不良
ナデ ナデ 赤色土粒含む

76 6.7-G ー 深鉢 園部 ’
外短沈緑十複合癌歯文
内短沈線

一 7画
にぶい

褐色
にぶい

赤褐角
1.2.3 良好 ナデ ナデ

77 6G Ⅲ 深鉢 嗣部 〃〃 一 8Eロ 慢色
にぶい

苗幡魚
2．3 良 ナデ

条痕の
あとナデ

赤色土粒含む

78 GG 、 深 鉢 胴部 一
汁 f 具 言 顕 函 X ー 7画 明赤褐色 柾色 1.2.3 良 ナデ ケズリ 赤色土粒含む

79 6－G Ⅲ 深鉢 嗣部 ー 一 一 6画 暗褐色 侭色 1.2 良好 ナデ ナデ

80 6.7-G 、 深鉢 胴部 〃〃 7画
にぶい

苗幡伝
浅い

黄椛色
1 良 ナデ ケズリ

81 eG 、 深 鉢 闇部 ー 〃’ 一 ー 6画
にぶい

黄侭色
笹色 1．2 良 ナデ ケズリ

82 6.7-G ー 深鉢 胴部 ー ’’ 7回回 灰黄褐色
にぶい

茜幡僅
2

少冊
良好 ナデ ナデ

83 6.7-G Ⅲ 深鉢 胴部 ー ダダ 一 6画 橿色 橿色 ･2
やや
不良

ナデ ナデ 赤色土粒多孟
に含む

84 6~G 、 深鉢 胴部 ー 〃’ － 7画
にぷ f，

掻色
笹色 ･2．3 良 ナデ ケズリ

赤色土粒多食
に含む

85 eG 、 深 鉢 胴部 ー
外複合露歯文

一 ー 7 m 侭色 褐色 ･2．3 良 ナデ ケズリ 赤色土粒含む，

86 6~G Ⅲ 深 鉢 胴部 ﾀノ 一 7画 灰褐色 褐色 ･2．3 良好 ナデ ケズリ

87 e G 、 深鉢 胴部 ー
ﾌト哩両磁画又十皿『延啄 ー 7”

にぶい
茜幡僅

灰黄褐色 良 ナデ ケズリ

88 6-G 、 深鉢 胴部 ■■■ タタ ー 9 m
にぶい

概色
黄侭色 3 良 ナデ ケズリ 赤色土粒含む

89 6.7-G 、 深鉢 胴部 ー ダダ 6画 暗褐色 灰褐色 1.2 良 ナデ ナデ

” 6.7-G 、 深 鉢 閥部 ー
ツト優言鋸函X

ー 8 m 概色 笹色 1．3
やや

不良
ナデ ケズリ 赤色土粒含む

91 e G Ⅲ 深 鉢 胴部 クタ 一 6画
にぶい

苗幡伍
にぶい

黄肥色
2.3 良好 ナデ ナデ

92 eG 、 深 鉢 胴部
外四角組合文

－ 8画
にぶい

褐色
にぶい

黄擢色
1 良 ナデ ケズリ

93 e G 、 深鉢 眉部 一 〃〃 一 7画
にぶい

褐色
にぶい

黄幡倹
1.2 良 ナデ ケズリ

94 6.7-G ー 深 鉢
口緑部
付i斤 口縁一血口 ’

外短沈線十複合蝿歯文
内圃沈随十山形

7厘コ
にぶい

茜幡僅
にぶい

黄幡僅
1 良好 ナデ

ケズリの

後ナデ

95 eC 、 深鉢 胴部
外斜方沈線

ー 7画 暗赤褐色 明赤褐色 1．2 良 ナデ：ケズリ 赤色土粒含む

妬 6.7-G Ⅲ 深 鉢 園部
外短沈綴十斜方沈綴

I 8 画
にぶい

黄橿色
灰黄褐色 1 良 ナデ言ナデ

97 6.7-C 深鉢 胴部
外短沈線十斜方沈線

一 8画 明赤褐色明赤褐色 1.2.3 良 ナデﾓケズリ 赤色土粒含む

鯛 6-C 、 深 鉢
口紘部
付折 口緑一やや外反 内外短沈線 － 7国 黒褐色暗赤褐色 1．2．3 良好 ナデ

ケズリの

後ナデ
赤色土粒含む

” eG 、 深鉢
口緑部
付折 口縁一画口 〃〃 －

8画 暗赤褐色明赤褐色 1．2．3 良好 ナデ
ケズリの

後ナデ
赤色土粒含む

'㈹ eG 、 深 鉢 胴部 一
外 短 沈 線

：7画
にぷ

仔伝
にぶい

褐色
1.2.3 良 ナ ナデ

101 6－G 、 深 鉢 胴部 β〃 ●＝ ー 6画 笹色
にぶい

黄褐色
1．3 良好 ナテ ナデ

102 6-G 、 深鉢 胴部 ’〃 ー 6画
にぶい

黄柾色
にぶい

樋色
1

やや

不良
ナテ ケズリ

103 6.7-G 、 深鉢 胴部 〃〃 一

~

J画
にぶい

黄幅色
にぶい

黄僻色
1．2 良 ナテ ケズリ

104 6-G 、 深鉢 胴部 〃’ 8画 明赤褐色 明赤褐色 1．2．3 良 ナテ ケズリ 赤色土粒含む

105 6~G 、 深 鉢 胴部 〃〃 ー ； 7m 赤褐色＃暗赤褐色 1．2 良 ナテ ケズリ 赤色土粒含む

l“ eC 深鉢 胴部 ’〃 － 6画 燈色
にぶい

黄柵僅
1．3 良 ナテ

●

ケズリ

107 eG Ⅳ 深鉢 口縁部 〃〃 ー 7m 明赤褐色 概色 2 良 ナデ：ケズリ 赤色土粒含む

108 6 G 、 深鉢 胴部 〃’ 一 ー 7 m 暗赤褐色：暗赤褐色 1．2 良
条痕の後

ナデ
ケズリ 赤色土粒含む

109eG 、 深 鉢 胴部 一
外 短 沈 線

ー 7m 明赤褐色笹色 1.2 良 ナデ ケズリ 赤色土粒含む

110 6.7-G － 深 鉢 胴部 ー 〃〃 6m 橿色 樋色 1．2．3 良好 ﾅ･デ
ハケ目

ナデ

111 eG Ⅲ 深 鉢 胴部 一 ′〃 7画
にぶい

褐色
にぶい

婚伍
1．2．3 良好 ナラ ナデ

1126-G 、 深鉢 胴部 ’' ー 7画 明赤褐色
にぶい

幡伍
1．2 良 ナラ 条痕 赤色土粒含む

113 6.7-G 、 深鉢 胴部 〃〃 ー 7画
にぶい

概色
にぶい

茜喝僅
1.3 良 ナラ ナデ

114 eG 、 深鉢
底部
折く

ﾀグ 7画
にぶい

樋色
にぶい

戯柵色
1．2 良 ナラ ケズリ 赤色上粒含む

115 GG 、 深鉢 胴部 〃〃 ー 7画 燈色 赤褐色 2.3 良 ナラ 条瓜

116GG 、 深 鉢 鯛部
外嗣万沈綴

6 m
にぶい

褐色
にぶい

赤褐色
1.2.3 良 ナラ ナデ

117けF
一 深 鉢 胴部 〃〃 8画

にぶい

隈色
灰褐色 1．2．3 良 ナーラ ナデ

1186.7-G 深 鉢 胴部
外 鞭 杉 文

7画一 阻色 明赤褐色 1．2．3 良 ナデナデ

119 eG ー 深 鉢 胴部 ー ダダ ー 7Eロ 灰褐色
にぶい

黄櫓倹
2.3 良 ナデ－ﾅ･デ

1釦 GG 表採 深 鉢 嗣部 〃’ ：6回ロ
こぶも

黄K
にぶい

伝＃仔伍
】･3 良 ナ ザ ナ デ

121 ー 表採 深鉢 胴部
外 峻 杉 文

ー 1 6 国
こぶG

佃

にぶい
伝柵伝

1．2．3 良好 ナデナデ

】型 GG 、 深鉢 頂部 '〃 7目ロ
こぶL

H価． 黒褐色 1．3 良Qf 坐デ ケズリ

1雷 GC 、 鉢 胴部 一 〃〃 ‐ 6 画
こぶも

何

にぶい

侭氾伝
1．2．3 良 ナテ ケズリ

124 6.7-G 、 鉢 胴部 〃〃 4画
にふい浅い

茜#唇伍缶幡伍

番号
出 土

地区
圃位 器種

残存

部位
形態の特徴 文採の特徴

口唇部

施文

断而砺鯛

法量

口径
鶴 高

器 壁
厚

色潤

外内

胎土 焼成
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1.長石4.洞石

蕊胎土の散字2.石英5.霊母

施文は、行われるものと、そうでないものとは、割合的には差はないようである。

施文は胴部下半からの短沈線を連続させるが、（155）は十字の区画をなし、斜沈線を連続して

埋め、全体文様が平行四辺形になる。施文の乱雑さは否めない。

（平井）

－ 46－

番号
出 土

地区
層位 淫 菌

残存

部位
形 態 の 特 徴 文梯の特徴

口唇部

施文

断而形蛎

法且
合4.'pbp

U

口 径＃淫壁
濁高i厚

色閃

外 内

胎土 焼成
器面関整

外内

備考

25 6-G 、 鉢 闇部 ー
外短沈畷

ー 一 4画
にぶい

黄褐色
にぶい

苗褐僅
2．3 良好 ナデ ケズリ

26 6．7－C ー 鉢 胴部 ー
γrピョ円哩百X

ー ー 4画
にぶい；にぶい

苗氾僅1苗好色
2.3 良好 ナデ ケズリ

27 6.7-G 、 深鉢 閑部 ー
外題形

羽士
呪十震区画
文・斜方沈捜

一 7侶回
に ぶい，にぶい

茜幡色1黄柵色
1 良 ナデ ケズリ

配 一 Ⅱ 深 鉢 胴 部 ー
外羽状文

ー ｰ 7目。 黄笹色＋灰黄褐色 1．2 良 ナデ ナデ 赤色土粒含む

認 6.7-G 、 深 鉢 胴部 ー 〃〃 － ー 7E回 に錨色|灰黄褐色 1 良 ナデ ナデ

30 6.7-G 、 深鉢 胴部 一 〃’ 一 ー ： 8国 柾色i笹色 1.3 良 ナデ ケズリ 赤色士粒含む

31 GG 、 深鉢 胴部 一 － ；6画一

にぶい：にぶ↓

褐僅:苗札 角
1.2.3 良 ナデ ナデ

32 GG 表採 深鉢 鯛 部 ’〃 一 蔓7画
にぶい｜にぶ↓

褐僅；茜側 凸
1.3 良 ナデ ナデ

33 け G 、 深 鉢 閥部 ー
外羽状文

ー i7画
にぶい1にぷも

幡伍I苗刺 侭
1 良好 ナデ ケズリ

34 eG 深鉢 胴部 ー 〃〃 ー ー 7画 凧褐色
にぶし

黄慨 凸
1 良 ナデ ナデ

35 ケG 、 深鉢 関部
外沈思斜方十横

一 ー 6画
にぶい＋にぶ↓

黄柵色；黄H伝
1．2．3 良好 ナデ ナデ

36 GG 、 深鉢 閥 部 ー タグ ー 一 二 6 画
にぶいにぷも

苗褐僅．黄H侭
1.2.3 良 ナデ ナデ

37 深鉢 閑 部 一
外鯛代文

ー ‐ 7 画
にぶいにふい

黄樋色黄侭色
1．2．3 良好 ナデIナデ

鍋 eG Ⅱ 深 鉢 園部 〃β ： 7 画
にぶい

褐色
黒褐色 1.2.3 良 ナデ－ナデ

39 6.7-G 深鉢 胴部 ー 〃〃 ‐ 7 画 照褐色暗褐色 1.5 良好 ナデ』ナデ

40 6.7-G 、 深鉢 閥部
外四角観合文

一 ー 』 7 国 黒褐色：照褐色 1 良 ナ デ ナ デ

41 GG 、 深鉢 閑 部
外綱代文

ー ー 7画
にぶい

褐色
笹色 1．2．3 良好 ナデwナデ

42 6-G 、 深 鉢 胴部 ー
外斜方十横沈観 7mー 灰黄褐色

浅い
黄幡僅

1．2．3 良 ナデケズリ

43 6.7-G 、 深鉢 閥部 ー ﾀ － ー 8匡3
にぶいにぶい

褐色樋色
1．2．3 良好 ナデ；ナデ

44 6．7－G 、 深 鉢 闇部 一
外 鯛 代 文 6ロコ 灰黄褐色：灰黄褐色 1 良 ナデ

ケズリの

後ナデ

45 6.7-G 、 深鉢 胴 部 ー
外硝代文 ー 6画 灰黄褐色

にぶい
蛎伍

I 良 ナデケズリ

46 6.7-C 、 深 鉢 闇 部 ー 〃〃 ー － 8画
にぶい にぶい

剛缶旧伍
1.3 良好 ナデ ナデ

47 GG Ⅲ 深 鉢 胴 部 ー
外硬匹画に

角十ひし形文
7画 黒色黒褐色 1 良好 ナデ・ナデ

48 eG 、 深 鉢 胴部 一
外四角組合文 8画 黒褐色i暗褐色 1．2．3 良 ナデ

条倶の後
ナデ

49 GG 、 鉢 胴部 ー
外斜方沈線

ー i6m 照褐色灰黄褐色 1 良 ナデケズリ

50 eG Ⅲ 深鉢 胴部 ー 〃〃 ー 7画 暗赤褐色：赤褐色 2．3 良好 ナデ．ケズリ 赤色上粒含む

51 6-G 、 深 鉢 園部 ー
外四角組合文

一 1 8 画
にぶいにふい

褐色：賃侭色
3 良 ナデケズリ

52 6．7－G 鉢 底部 ゲタ ー ： 5 画
に ぶ い 浅 い
苗隅伍茜幡伍

2．3 良 ナデナデ

53 eG 、 深 鉢 胴部 一
外 題 沈 線 十 鯛 代 文

一 一 ‘7唾】 黒色：黒褐色 1 良 ナデ；ナデ

54 e C
集石
内

鉢 底部 丸底
外短沈線

一 － 5Eロ
にぶい

褐色
灰褐色 2．3 良 ナデ；ナデ

55 GG 、 深 鉢 底 部 丸底
外Xg子隆四十画沈観 一 一 ： 7画 笹色：橿色 1.2 良 ナ デ ケ ズ リ 赤色土粒含む

1566.7-G 、 深鉢
底部
付 逓

ー
外題沈畷 ー 7画

浅い；にぶ↓
茜隅伍i苗将 伍一

1 良 ナデ ケズリ

157GG 、 深鉢 底部 丸底
外嗣代文

ー 8画
にぶい！にぶ↓

茜櫓僅：黄H伝
1 良 ナデ ケズリ

l鑓 6.7-G 、 深鉢 底部 丸底 ナ ー ： 8 画
にぶいIにぷも

鯉色；K伝．
1．3 良 ナデ ナデ 赤色土粒含む

159 一 ー 深 鉢 底部 丸底 ナ
ー 二 7 画 侭 色 ！

にぶ↓
例 伝

2．3
やや

不良
ナデ ナデ

l“ 6.7-G 、 深鉢 底 部 丸旺 ナシ 一 － 6m 檀色
：にぶい
上茜舟僅

2 良好 ナデ ケズリ 赤色土粒含む
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3．後・晩期

竜田陳内遺跡は、縄文時代後・晩期を中心とする遺物の散布地として、周知の遺跡である。近

辺からは、今でも遺物の表出がみられるところである。

本調査においても、後・晩期に相当する土器が、細片も含め500点以上検出された。御領式

（後期）を中心として、山の寺・夜臼系統があり、晩期に相当する。

出土分布を見ると、1－A，2－A、5－C、6－Cグリッドを中心とする、調査区東側に沿

った地域と、6－Gグリッドの曽畑式土器検出区に分布する。

層位的には、撹乱・落ち込みにより下層に含まれる細片も多いが、Ⅱ層とⅢ層最上部と判断で

きる。

本報告では、検出した土器のうち42点を実測図として掲載し、以下、それらの土器について順

次説明を加えていきたい。口縁部22点、胴部1点、底部19点である。

（1）は外反する頚部からほぼ直口気味に口縁部が続き、波状口縁の頂部にはV字形の切り込み

を持つ。口縁帯に沿って2条の沈線文を配し、切り込みのある口縁部下部の稜に押点文を施し、

器面を丁寧に研磨している。胎土・焼成は良く、色調は暗褐色から灰褐色を呈する。

（2）も外反する頚部を持ち、短い口縁帯は内傾する。（2）と同じく波状口縁の頂部にV字形の

切り込みを持ち、口縁帯に2条の凹沈線を誹え、丁寧に横研磨を施す。復原口径28.0cm、器壁最

大厚は8mを測る。色調は、外面がにぶい黄燈色で、内面が灰褐色を呈する。

（3）は深鉢型の無文土器である。口縁部内画直下に一条の沈線を巡らしている。両器面とも研

磨され丁寧な仕上がりである。推定口径26.6cm，器壁厚5mmを測る。内外面とも暗褐色を呈する。

（4）は「<」の字にしまった頚部から、やや外反気味に外開きする口縁部と、小さく脹らむ胴

部を持つ無文の鉢型土器であろう。器面は内外とも研磨されているが、外面は炭化物が付着し内

面にくらべ荒れている。復原口径21.4cm、器壁厚6mを測る。色調は、外面が明黄褐色地に部分

的に黒みが広がり、内面は黄褐色を呈する。

（5）は短頚の壷形土器である。復原口径13.2cIn，最大径16.6cm、器壁厚は胴部で最大となり7

mmを測る。胎土・焼成ともに良好で、色調は内外とも暗褐色を呈する。

（6，9）はやや外反する頚部から､やや丸みを帯び内傾気味の口縁部へと続く。口縁帯には3条

の沈線文を巡らし、横位に研磨を施している。（6）は焼成良好で、暗褐色を呈する。（9）は外面

黄燈色、内面黒色を呈する。

（7）は短い口縁部に2条の沈線を配し､横研磨され丁寧な仕上げである｡やはり頚部は外反する。

（8）は丸みを帯び、内傾する口縁部を持つ浅鉢型の器形と思われる。口縁帯には3条の沈線を

巡らし、横位の研磨を施しているが、幾分器面は荒れ気味である。色調は暗褐色を呈する。

（10)は内傾気味に立ち上がる頚部に､やや内傾し丸みを帯びる口縁部を持つ｡口縁帯には3．4

－47－
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第27図後・晩期土器実測図(1)
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第30図後・晩期土器実測図(4)

条の沈線を描き、横位の研磨を施すが、やや雑な感がある。外面明暗褐色、内面暗褐色を呈する。

（11)は外反する頚部に､やや内傾気味の口縁部を持ち､口縁帯には2条の沈線を施す。内外器面

とも横位の研磨を施すが、砂質の胎土のためか器面が荒れている。色調は黒色を呈する。

（12)は内傾気味に外反し立ち上がる頚部から、4条の平行沈線を持つ口縁部に続く。器表に砂粒

が目立ち、雑な仕上げであるが、焼成は良好である。

（13)は外反する頚部から幅広の口縁部へと続く。やはり内傾し丸みを持つ口縁部に、5条の沈線

文を巡らす。横位の研磨を施している。外面明黄褐色、内面灰褐色を呈する。

（14)はやや内傾気味に立ち上がる頚部に､ほぼ直口する口縁部を持つ｡口縁帯に4条の沈線を持

ち、内外とも横位の研磨を施す。色調は、褐色ないし暗褐色を呈する。

（15)は外反する頚部が幅広の口縁部に続くが､口縁部はやや外反し、口縁外面全体に条痕を施し、

横位の研磨を施している。復原口径27.6cmを測る。外面暗褐色、内面淡赤褐色を呈する。

（16)は大型の深鉢形土器の器形を持つと思われる口縁部である。現存する外面全体に条痕を施

している。内面は横位の研磨を施す。復原口径40.6cln、器壁厚10mを測る。内外面とも暗褐色を

呈する。

（17)は深鉢形土器の胴部である｡胴脹部で復原口径37.6cmを測る｡胴上部は縦位、胴脹部は横位、

そして胴下部は縦位の研磨が施されている。内面は横位の研磨を見る。胎士・焼成は良好で、色

調は灰黄色を呈する。

（18～23)は晩期相当の口縁部片である。

－51－
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（18)は口唇部を欠くが､外開きの口縁下部にリボン状の刻目突帯文を施している。口縁外面には、

条痕状調整が窺える。砂質に富む胎士であるが、焼成は良好である。外面黄燈色、内面灰黄色を

呈する。

（19～23)は夜臼系統のものと思われる。（21)は「〈」の字に屈曲する肩部と口縁外面直下に2

条の刻目突帯文を配する。他も同様のものと推定する。いずれも器面には条痕が窺えるが、（19.

21)は条痕を弱く磨り消している。胎土・焼成は良好である。

色調は、（19)外面暗褐色、内面赤褐色、（20)黄澄色、黒灰色、（21)黒色、灰黄褐色、（22)明黄

褐色、（23)黒褐色、淡灰褐色を呈する。

（24～42)は底部である｡底径からみて2グループに分けられる｡3.0～5.Oclnで短径の底部と､6.0

～9.6cmの長径のそれである。前者は浅鉢形土器の底部の可能性が高く、後者は鉢形、深鉢形の

器形の底部であろう｡全体的に見ると、（24～38)のように、上げ底が多く見られ、平底は(39,40,

41,42)の如<に少例であった。

底部における調整は、（24，29，30，38)の外面に研磨が窺え、（30,38)は上部まで現存するが、

丁寧な縦研磨を施している。他は現存状態の関係で観察できていないが、（24，26，27，32，38，

40)のように底部内面に研磨を施すものもあった。

底部の諸形態による、後期、晩期の判断はできなかった。

－ 52－
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4．石器（第31図～第35図）

竜田陳内遺跡より出土した、縄文時代の物と推測される石器および石製品は、明らかに加工の

痕跡の認められる遺物の総数で53点にのぼる。その内訳は、石斧が20点（打製石斧16、磨製石斧

4）、石製品が9点（石匙3，磨石2，石錘2，スクレーパー2）、石錐が20点、その他4点

(石器母岩1，不明3）となる。これらの内、出土した層や位置が特定できるものは少なく、殆ど

は表採による遺物である。ここでは、これらの石器や石製品について、一覧表をもって観察結果

をまとめるほか、器種毎に見られる特徴について述べてみたい。

〔打製石斧〕

20点を数える石斧の内、遺物番号（1～16)が､打製石斧である。縄文時代の打製石斧の形態は、

一般に次の三種に分類するのを通例とする。①短冊形（長方形のもの）②溌形（両側縁が刃部に

かけて広がるもの）③分銅形（上下両端にくらべ中央部がくびれたもの）

当遺跡出土の打製石斧を、この分類にあてはめてみると、ほぼ全点が広義の短冊形に含まれて
（註1）

いると思われるが、さらに特徴により三形態に分類することができる。A（両側縁が平行になる

もの)、B（刃部がやや広がるもの)、C（全体的に丸みを帯びるもの）以上の三種である。その

内訳は、Aタイプ°と推定されるもの2点、同じくBタイプ5点、Cタイプ°5点、不明4点となっ

ている。これらの特徴は、ほぼ本県全体に見られる傾向に合致していると言って良い。

そのほか、観察によってほぼ共通にみられる特徴を次に掲げてみたい。先ず、①扇平な遺物が

多く、かつ側面からみると緩やかに湾曲したものがしばしばみられること。②調整が荒いものが

多く、恐らく多量に制作された石器の一群であろうということ。③刃部の摩耗（片減りしている

ものが多い）および欠損の程度が激しく、使用に際して傷つき廃棄された可能性が高いこと、以

上の諸点である。

磨製石斧の普及とともに、打製石斧は次第にその用途を変え、土掘り具などとして使用される

ことが多くなり、特に縄文後．晩期頃からの遺物数の増加は、そのことを裏付けていると言われ

る。当竜田陳内遺跡出土の遺物の多くも、以上のことから恐らくは、土掘りなどの用に供された

ものと推定される。

次に興味深いのが、石材の問題である。当遺跡から出土する打製石斧の石材はほとんどが、安
（註2）

山岩系であるが、その内1点が二子山遺跡（石器制作杜）からもたらされたものと推定された。

二子山石器製作杜は、菊池郡西合志町野々島に位置し、露頭する金峰山系の安山岩を利用して縄

文後～晩期にかけて、おびただしい数の石斧が生産された遺跡である。この遺跡の産する石斧は、
（註3）

遺跡を中心に半径約20kmの範囲に分布しており、その南限が白川とされている。同遺跡からの石

斧は、白川右岸の緑ケ丘遺跡などでも採集されているのに続き、二子山から直線距離約10kmの当

遺跡でも確認され、この時代の人々の移動の状態の一端を窺わせている。

－ 5 3 －
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〔磨製石斧〕

磨製石斧の出土は4点である。（遺物番号17～20）資料数に乏しく、遺跡としての特徴を挙げ

得ないが、いずれも刃部には傷や欠損が、また本体の途中から折れているものもあり、使用の痕

跡を留めている。木材の加工などを目的として製作・使用されたものであろう。なお(20)の乳棒

状石斧には、側面に敵打面が残る。

〔石匙〕

石匙は3点が出土している。（遺物番号21～23）内1点は、縦型に近く、異形である。

〔打製石鎌〕

石鑑の出土は20点である。（遺物番号24～43）その内､(33，37，40)の3点の遺物が、6－G区

のⅢ層から曽畑式土器にともない出土したほかは、表採などの遺物が多く、厳密に層位を確認す

ることはできなかった。

石材は、20点中8点が黒曜石であり、その産地は色調などから、西北九州よりもたらされた物

に酷似している。恐らくは佐賀腰岳産のものと推定される｡ただ(34)のみは､色調が薄い灰色であ

り、他の7点の遺物とは異なっている。なお阿蘇火山系と推定される黒曜石は出土遺物の中には

見られなかった。

石錨の分類は、まず柄の有無により有茎鑑と無茎鎌とに二分されるが、当遺跡出土の石鎌は全

点が無茎鑑である。以下、資料数は少ないが、基部や全体の形態から、次の7つに分類を試みた。

Aタイプ（凹基で長身のもの）

（24)のみ1点が出土。

Bタイプ（凹基でほぼ標準長のもの）

（25,32)の8点が出土。

Cタイプ（凹基で小型のもの）

（33,34)の2点が出土。やや時期は古くなるかも知れない。

Dタイプ（凹基で脚部がやや丸みを帯びる。いわゆる円脚錨に近いもの）

（35,37)の3点が出土。

Eタイプ°（平基でほぼ標準長のもの）

（38,40)の3点が出土。

Fタイプ．（平基でほぼ正三角に近いもの）

（41,42)の2点が出土。

Gタイプ．（平基で全体的に丸みを帯びるもの）

（43)のみ1点が出土。

〔小型異形石器〕

3点(44～46)、(44)は喫形石器､(45)は用途は不明だが､あるいはスクレーパー状に使用したもの

－ 5 6－
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第2節縄文時代

か。（46)は石鎌の未成品と思われる。

〔磨石〕

2点（47,48)、河原石を利用したもので、使用により上下、左右が摩耗している。

〔石錘〕

2点（49,50)、石錘には縄掛け用の切り込みとして円石の両端を打ち欠くほか、周囲に溝を

巡らせたものが存在する。こうした有溝石錘の場合は、その用途を魚網錘に特定できるが、当遺

跡出土の遺物は、喋器の両端を打ち欠いただけの喋石錘であり、編物を編む際の錘としての用途

も考えられる。ただ剥離面がかなり摩耗していることや、当遺跡が白川の直近に位置することな

どから、白川での漁労に際して使用された可能性も高いと考えられる。なお2点とも扇平な石を

加工している。

〔石器母岩〕

’点（5')、石質は安山岩であり、全面に剥離面がある。ただ剥片を何かに利用したものか､こ

の母岩自体を石器に加工して利用しようとしたものかは不明である。

〔不明〕

2点（52,53)、（52)は一部に研磨の痕跡が残り、あるいは磨製石斧の残欠部分かも知れない。

(53)は、石質は玄武岩で、調整は荒い。側面を刃部として加工して、一種のスクレーパーとして

利用したものか。 （丸山）

註1．石斧の分類は、一『伊坂・上ノ原遺跡』村井員輝・木崎康弘ほか昭和61年熊本県教育委員会一の

分類に準じた。それによると、当遺跡の打製石斧は、同報告中のI形態に全点が含まれ、さらにI形態

中のa，b，cの三形式が、当遺跡のA、B、Cの三タイプに相当する。

註2．隈昭志氏の御教示による。

註3．隈昭志、三島格ほか『二子山石器製作杜調査報告書』昭和46年西合志町教育委員会

－ 60－
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第 Ⅱ 章 遺 構・遺物

5．その他の遺物（第36図）

縄文時代のものと推定される遺物は、以上のほかに、士製品および玉類がある。まず土製品で

あるが、当遺跡からは4点が出土している。

（1）は用途不明の2連のボビン形をなす有孔土製品である｡明黄褐色を呈する。(径23～30m高

さ21m重量16.09）（2）は縄文土器の転用品と思われる。円形状に磨いたもので、灰黄褐色を呈

する。6－B区出土。（径約30m厚さ8～9m重量10.59）（3）は1－A区より出土した土偶の脚

部片である｡黄褐色を呈し､器表は丁寧なナデ調整を行っている｡(残存器高33mm足28×20m脚部最

大径26mm重量30.29）（4）は瓦質製と思われる硬質の土錘の表採品である。灰黄色を呈し、一部

を欠損している。（長径29m短径11m高さ52mm重量26.39）

玉類は4点の出土である。（5）は､垂飾である。(長さ28.0mm幅8.7mm厚さ5.2m孔径2.8mm)硬玉製

で､薄い緑色を呈している。表面の風化の程度は激しい｡（6）は､管玉である。(長さ22.1mm直径6.5

mm孔径2.4m）硬玉製で、緑色である。上端と下部の側面の一部が欠損している。穿孔の際、上

下双方から試みたことが分かるが、下部からの穿孔の際、失敗したものらしい｡（7）は､管玉の未

成品である。（長さ16.0mm直径6.9m）加工の途中らしく、各面が研磨され、角張っている。孔は

開けられていない。色調は黒色を呈する。硬玉製か｡（8）は丸玉である。（長さ3.9mm直径6.3m孔

径1.8m）色調は薄い緑色で、硬玉製か。なお(8)が1－A区のトレンチ内から出土しているほ

か は、3点と も 表 採 に よ る 遺物である。（平井、丸山）
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第3節弥生時代

第3節弥生時代

弥生時代の遺物は少なく、僅かな土器片と石器片が見られるに止まっている。2点を報告して

おきたい。

（，）は壷の口縁部片で、復原した口径は14.1cInを測る。強い外反を示し、口唇部は丸くおさま

る。良質の胎土には赤褐色や黒褐色の石粒、それに長石粒が含まれている。良好な焼成で、明褐

色を呈している。器面には特徴的に研磨が施されている。熊本県地方に類例の少ない資料で、明

確な時期的位置づけは今後に待たねばならないが、ここでは弥生時代前期遺物として報告をして

おきたい。

（2）は磨製石錨の先端部片である。石質は青灰褐色を呈する片岩である。先端及び両刃は鋭く

仕上げられるが、鏑はやや不整である。（江本）
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第37図弥生時代遺物実測図
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第Ⅱ章遺構・遺物

第 4 節 古 墳時代

1．第1号住居吐

〔構造〕（第38,39図）

調査区西側部分の、一段下がったテラス状の平地（6－G区付近）に検出された竪穴住居吐で

ある。この住居杜は、主軸方位をN-16.55'一Eに取り、長辺4.92m，短辺4.38mの方形プラン

を呈する。深さは24cm程度と浅いことから、上部はかなり削平を受けているものと考えられる。

住居祉北壁のほぼ中央部には、作り付けの竃が設置されている。竃はやや破壊されているが、

黄灰色の粘土により主部分となる袖を作り、煙出し部も住居杜内部に設けられていたことが分か

る。また床面には、ほぼ中央を南北に細長く伸びる硬化面のほか、柱穴と思われるピット1．2．

3を検出している。当住居丸'二は、4本柱の構造と考えられるが東南コーナー付近に想定される柱

穴は、確認できていない。

住居杜に伴う遺物として、散在的であるが土器が出土した。土器は土師器の坪身、壷などの破

片のほか、わずかに須恵器の坪身片が含まれていた。当住居祉は、これらの土器の器形的特徴か

ら古墳時代に相当する遺構と判断している。
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第38図第1号住居杜実測図

－65－



第4節古墳時代

’’

－

Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
四
口
函
司
の
ヨ

ー ’

L＝35.379m
－－

1 m0

第39図第1号住居祉内カマド実測図

〔出土遺物〕（第40図）

住居杜から出土した遺物は少なく、ほとんどが床面密着に近い状態で出土した。また、ここに

図化した以外の土器片は、器形復原ができない土師器の細片ばかりで、須恵器は全く含まれてい

ない。

（1）須恵器の坪身で､法量は復原口径11.0cm,現存高3.35cmを測る。器形は、体部が浅く、受け

部はほぼ真横につまみだされ、断面は三角形、口縁部は内傾し、口縁端部は肥厚する。器面調整

は、内面がヨコナデ、外面が受け部より上半がヨコナデ、下半がへラ調整である。胎土は級密で

径1m程の白色砂粒をわずかに含む。焼成は良好、色調は内外面ともに灰白色である。

（2）（1）と同様に須恵器の坪身片である｡細片のため口径は不明であるが､現存高2.25cmを測る。

体部は浅く、肥厚した受け部は斜め方向につまみだされ、断面は楕円形、口縁部は外反しながら

ほぼ直立し、口縁端部は尖っている。器面調整は、内外面ともにヨコナデ、胎土は級密で、細か

な砂粒を含む。焼成は堅級、色調は内外面ともに、灰白色を呈している。

（3）土師器の坪身片であり、須恵器の坪身片を模倣したものと思われる｡法量は､復原口径13.仇、

－ 6 6－



第Ⅱ章遺構・遺物

Z三三二皇

圭 勤
BO

9ge一－◆

’

●？

■｡ 3Ⅱ■－0

割 ■一 ● ー ｡ － 争 一 巳 一 幸 一 ● － 垂 一

王雲妻室雲

90

10

－｡－？一一－ー

6
.._ﾋニ

』－●一‐一●一◆－

．．1
●●

’
一
、

7

Zノ
10cm50

峠弓一一一一一

第40図第1号住居祉内出土遺物実測図

－67－



第 4 節 古 墳 時代

を測る。器形は体部が浅く肉厚気味、口縁部は内傾し口縁端部はやや尖っている。また受け部の

部分には浅い段を有する。器面調整は、内外面ともに丁寧なへラ研磨で、外面全体には黒漆を塗

布している。胎士は密で、径1m程の石粒をわずかに含む。焼成は良好､色調は内面が暗赤褐色

を呈している。

（4）（3）と同様に土師器の坪身片であり､須恵器の坪身片を模倣したものと思われる｡法量は、

復原口径12.8cm,現存高4.2clnを測る。器形は、体部が浅く肉厚、口縁部が内傾し、口縁端部はや

や尖り気味である。また、受け部の部分には、浅い段を有する。器面調整は、内外面ともに、丁

寧なへラ研磨で、外面全体には黒漆を塗布している。胎士は密で、径1～2m程の小石を少量含

む。焼成は良好、色調は内面が暗赤褐色を呈している。

（5）同様に土師器の坪身片で､須恵器坪身を模倣したものである｡法量は、復原口径12.2cm，器

高は4.2cmを測る。器形はやや底部が尖り気味であるが浅く、口縁部は内傾し端部は尖っている。

また受け部には浅い段が付いている。器面調整は、内外面ともに、丁寧なへラ研磨で、その後内

外面全体に黒漆を塗布している。胎土は、径1～2m程度の砂粒を少量含んでおり、焼成は良好。

色調は、素地が内外面ともに、暗赤褐色を呈している。

（6）土師器の小型壷片で、復原口径11.2cIn，器高8.0clnを測る。底部は丸底と推測され､胴部は

中程からほぼ垂直に立ち上がり、口縁部は短くわずかに外反する。器面調整は、内外面ともに荒

れているため判明しない。胎士は粗で、径1mm程度の石粒を多量に含み、焼成は不良。色調は、

内外面ともに暗褐色である。

（7）土師器の壷の口縁部片で､復原口径14.6cln，現存高3.7cmを測る。器形は、口縁部中程で緩

やかに屈曲したあと外傾気味に立ち上がり、二重口縁になるものと思われる。器面調整は内外面

ともにヨコナデで、その後内外面全体に黒漆を塗布している。胎土は密で、径1m程度の石粒及

び長石粒等を含み、焼成はやや良。色調は素地が内外面ともに、暗赤褐色を呈している。

（8）（7）と同様､土師器の壷の口縁部片である｡細片のため口径は不明だが､現存高は3.4cInを測

る。器形は、口縁部が内牽気味に外傾しながら立ち上がり、口縁端部は丸くなっている。器面調

整は内外面ともにヨコナデで、その後内外面全体に黒漆を塗布している。胎士は密で、径1mほ

どの砂粒を含み、焼成は良。色調は素地が薄い黄灰色を呈している。

（9）土師器の蕊の口縁部から胴部にかけての破片である｡復原口径16.2cm,現存高12.9cmを測る。

器形は、胴部に張りが少なく、頚部で一度「<」の字状にくびれ、口縁部にかけて緩やかに外反

する。口縁端部はナデて平坦にしている。器面調整は、口縁部の内外面がヨコナデ、胴部外面が

ハケ目の後ヨコナデ、内面がへラ削りを施す。胎士は密で、径1m程度の石粒を多量に含み、焼

成はやや良。色調は、内面が暗褐色、外面が暗赤褐色を呈している。

（10)土師器の壷の、口縁部から胴部にかけての破片である。復原口径19.8cIn，現存高12.0clnを

測る。器形は、胴部に張りがあり、球形に近い形になるものと思われる。頚部で一度「く」の字

状にくびれ、口縁部にかけて緩やかに外反する。口縁端部はナデて平坦にしている。器面調整は、
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第Ⅱ章遺構・遺物

口縁部の内外面がヨコナデ、胴部外面がハケ目、内面がへラ削りである。胎土は密で、2～3m

程度の小石及び砂粒を多く含み、焼成は良。色調は内面が浅い黄燈色、外面が澄色である。

（11)(10)と同じく、土師器の壷の口縁部から胴部下半にかけての破片である。復原口径18.4cm，

現存高24.7cm，胴部最大径24.4cmを測る。器形は、胴部の最大径が底部近くに位置するのが特徴

である。頚部で一度「<」の字状にくびれ、口縁部にかけて外反する。口縁端部はナデている。

器面調整は、口縁部が内外面ともヨコナデ、胴部は外面が粗いハケ目、内面は荒れているがへラ

削りによる調整と考えられる。胎士は密で、径1m程度の石粒を多く含むほか、径2mm程度の褐

色の小石も多く含んでいる。焼成はやや良で、色調は内外面ともに黄燈色を呈している。なお、

胎土中の褐色の石粒は、当遺跡より多量に出土した曽畑式土器の胎土の中にも、同様に多量に含

む例が見られた。 （浦田）

2．第2号住居吐

〔構造〕（第41,42図）

1号住居杜と同じく、調査区西側部分の一段下がったテラス状の平地で、5－F，5－G，6－

F，6－G区にまたがる形で検出された竪穴住居祉である。当住居杜は、1号住居hこの北側約2m

の位置に隣接し、ほぼ平行に壁を作っている。主軸方位もN-18.40'一Eと、1号住居祉とほぼ

同方向である。規模は、長辺6.62m，短辺6.60mのやや大型の方形プランを呈し、深さは24cm～

33cmと浅いことから、上部はかなり削平を受けているものと考えられる。

住居祉北壁の中央部付近では、作り付けの竃をほぼ完全な状態で検出した。袖部分を黄灰色粘

土で作り、煙出し部分はやはり住居祉内部に取りつけている。焚き口の前面には、砂岩と思われ

る切り石を4個横一列に立てて並べており、熱を受けた痕跡が認められた。また竃の東側部分で

は、完形の土師器の壷が全体の1／3程を土中に埋設された状態で出土している。

当住居杜は、1号住居祉と同様に4本柱の構造と思われるが、床面から検出されたピットの中

には、柱穴に相当するものは確認できなかった。その一方、南壁中央からやや東寄りの部分に、

70×30cln，高さ3cm程の硬く踏み締められた長方形の高まりが認められた。竃付近に帯状に延び

る床の硬化面も、この高まりに続くことから、この部分が出入り口の階段の役割を果たしていた

ものと考えられる。そのほか、中央や壁際に当たる部分で、多量の炭化した木材や焼土を検出し

ているが、これは当住居杜が火災を受けた住居祉であることを物語っている。

また住居杜に伴う遺物として、須恵器を除く少量の土器が出土した。図示した土師器の壷2点

以外は、そのほとんどが図化が不可能な程の細片ばかりである。ただこの中で、竃の横に埋設さ

れたままの状態で出土した完形の土師器壷は、住居杜の直接的な時期や、壷の使用例を示すもの

として注目される。これら出土した土師器の特徴から、住居杜の時期は古墳時代であると判断す
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る。また1号住居杜との関わりは、両住居杜が規模は違うものの、主軸方位がほぼ平行して作ら

れていることなどから、両者はほぼ同時期に作られた遺構である可能性が強い。

〔出土遺物〕（第43図）

先述の通り、当住居杜からの出土遺物は少なく、図示した2点の壷以外は、いずれも土師器の

細片のみの出土であり、須恵器の出士は見ていない。

(1)住居杜の竃内から一括して出土した､土師器の壷の口縁部から胴部にかけての破片である｡底

部は欠失している。法量は、復原口径19.4cm，現存高18.8cm，胴部最大径26.0cmを測る。器形は、
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胴部が大きく膨らむもので、最大径が中位付近にあることから球形を呈している。頚部で一度

「<」の字状に屈曲し、口縁部が外反するもので、口縁端部は丸くなる。器面調整は、口縁部内

外面がヨコナデ、胴部が外面ハケ目、内面へラ削りで、口縁部の内面には、赤褐色の化粧士を塗

布した痕跡が残っている。胎士は密で、径1lIlm程度の石粒や雲母粒をわずかに含み、焼成は良。

色調は、内外面ともに黄褐色を呈している。

(2)住居杜の竃のすぐ東側の壁際に、全体の1／3程を土中に埋められた状態で出土した土師器

の壷である。法量は、口径17.4cm，器高31.9cm，胴部最大径28.8cmを測り完形品である。器形は、

底部が丸底、胴部は最大径が中位よりやや上で、球形に近い形である。頚部で一度「〈」の字状

に屈曲し、口縁部は緩やかに外反する。口縁端部は丸くなる。器面調整は、口縁部の内外面がヨ
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第Ⅱ章遺構・遺物

コナデ、胴部は外面が粗いハケ目、内面は器面が荒れているが、へラ削りと思われる。また、胴

部中位から口縁部にかけてススが付着している。胎士は密で、径1mm程の石粒や砂粒を多く含み、

焼成は良好。色調は、内面が浅い黄燈色、外面が澄色を呈している。 （浦田）

第5節その 他 の 時 代

1．近世土壌（第44図）

調査区の北側部分に当たる3－Cグリッド内に、人骨埋葬土壌が検出された。土壌は、1基の

みの検出で、長辺1.26m、短辺1.11mの不整方形プランを呈し、深さは79clnを測る。主軸方位は、

N－29．55，－Wを取る。調査前には、この部分は石が山積みされ塚のようになっていたが、そ

の上にはゴミが捨てられ、当初はゴミ捨て場的なものと予想していた。しかし、ゴミや石を撤
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第4節古墳時代

去した後、清掃を行ったところ、掘り込みのプランが確認された。

土壌内埋土は、ローム層に灰褐色土を多く含む単一層で、分層ができないことから、人為的に

埋められた土と考えられる。土塘内の底面には、頭位をほぼ北に向けた人骨が検出された。人骨

の残存状態は非常に悪く、頭骨の一部および歯と、大腿骨の一部が確認できたのみで、他の部分

は粉状になっており確認ができず、埋葬形態等については、全く不明確である。しかし、頭骨が

動いて顔面が下を向いていることや、骨粉の広がり方が膝を曲げている様に見えること、土壌の

規模が小さく伸展葬には適さないことなどから屈葬であったものと判断している。人骨の性別、

年令等についても明らかにできていない。また、埋葬法については、土壌内から、鉄釘等の遺物

が全く出土しておらず、土壌は深く頭骨に動いた形跡が認められることなどから、鉄釘を全く使

用せず製作した棺の中に入れて埋葬した可能性が十分考えられる。最後に人骨の埋葬時期は、人

骨の残存状態や埋葬方法などから、近世までのぼらないのではないかと考えられる。（浦田）

2．その他の遺物

以上述べてきた遺物のほかに、歴史時代の遺物として挙げられるものに古銭がある。調査区の

中程を南北に横断するかたちで確認された溝の中から、近世の銭貨が2枚出土した。

その内、まず1枚は、江戸時代で最も普遍的な銭貨である「寛永通賓」の残欠である。これは

ほぼ半分が欠けており、「寛永」の文字だけが判読可能であった。

もう1枚は「仙蔓通賓」である。天明3年頃から東北地方を中心に飢鐘が頻発する。仙台藩で

はその救済と藩財政の立て直しのために、翌天明4年（1784）11月、幕府に願い出て、(1)仙台藩

領内に限り通用(2)鋳造期間を5年間とする、という条件のもとで、特に銭貨の鋳造を認められ

た。この時鋳造された鉄銭が、「仙皇通賓」である。

領内の石巻において、総額30万8千貫が鋳造されたこの銭貨であるが、質が悪く、銭価が公領

の約半値と低かったことから、仙台藩を訪れる上方の商人や廻船の船頭たちが持ち帰り、流通上

の混乱をもたらした。このため藩では、鋳造期限の半ばを残した天明7年7月に事実上、鋳造を

中止した。

当遺跡から出土した「仙皇通責」は、出土状態が明らかでなく、鋳造当時に「流通」によって

当地にもたらされたものであるかは不明である。しかし、あるいは先述のような事情によって藩

外に持ち出されたうちの一枚ではなかろうか。推測通りならば、特殊な目的をもって鋳造された

銭貨が、幕府の領外使用禁止令にもかかわらず、肥後にもたらされたことになり、当時の銭貨の

流通のありかたを考えるうえでも、興味深い。 （丸山）
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建設省九州地方建設局熊本工事事務所で計画が進められている、一般国道3号熊本北バイパス

の建設工事施工にあたっては、従来より埋蔵文化財の取扱いについて、熊本県教育委員会と事前

の協議が続けられている。今回は、前年度調査が行われた新南部町西谷遺跡に引き続き、白川の

対岸（右岸）に位置する熊本市竜田町、竜田陳内遺跡の発掘調査と整理報告書の作成を協議のも

と実施したものである。

当遺跡の周辺には各時代の大遺跡が密集し、この白川中流域が生活を営むのに非常に恵まれた

自然環境を有していることを物語っている。今日でも市街地に近く、住宅地として絶好の地であ

り、かつ交通の要所でもある。この白川を渡る国道のバイパスは、熊本市東部を巡る大動脈たる

役割を担って計画されているものであるが、同時にここには’万数千年前からの人類の営みの痕

跡が明らかにでき、とりわけ長い年月に、幾度となく繰り返された人類の技の見せ場とも言うこ

とができる。

この地の、言わば開発の狼煙は旧石器時代の遺物・三稜尖頭器の出土に示されている。昨今、

県内でも旧石器時代の調査が多く行われ、各時期の石器群内容も次第に明らかにされてきつつあ

る。その中で、阿蘇郡小国町下城遺跡は、ナイフ形石器を主体とし、台形石器・三稜尖頭器・ス

クレーパーなどが出土し、県内の後期旧石器時代研究に大きな痕跡を留めている。2時期に分け

られる上位の文化層は、とりわけ三稜尖頭器の出土が多い。そして、最近県南部地域に位置する

人吉市鼓ケ峰遺跡でも良好なこの三稜尖頭器の出土が報告され、従来の球磨郡山江村狸谷遺跡・

水俣市石飛遺跡らを加えて、県下全域に普遍的な出土状況を見せるかのようである。

今回出土している三稜尖頭器は、端正な形状に仕上げられている。石材は青白褐色を呈するチ

ャートである。この石材は白川より緑川に多く見られ、石理が複雑に入り込み、大型の良好な石

器素材を獲得し難い傾向がある。その中で大型の横長剥片を獲得しており、石材に合わせた剥離

技術の展開を知ることができよう。二面加工の規則性には乏しいが、鋭い先端を形成し、基部調

整は主要剥離面にも及んでいる。

「AT」上位の主要な石器群はナイフ形石器・台形石器を主体に展開し、剥片尖頭器は直上か

ら継続していくことが周知の事実となっている。しばし間を持ち、三稜尖頭器が加わり、両面加

工の尖頭器の出現期まで継続するものと理解しているが、前記のように端正に作り上げられたこ

の石器は、三稜尖頭器の最も盛行する時期の所産と捉えておきたい。

白川流域では、上・中流域に良好な台地に恵まれるものの、遺跡群を捉える作業は遅れている。

火山灰層が厚く覆っていること、大規模な調査が行われていないことなどがその理由であるが、

今回の石器検出は遺跡・遺物が確実に所在することの証となり、期待力特たれる。周知の高橋南．
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谷尾崎・柿原遺跡などの所在する白川下流域遺跡群は、ナイフ形石器や細石器を主とする石器群

を有し、前者は縦長剥片を素材として部分的なリタッチを加えて形成されるイメージが強い。類

似する菊池市伊野遺跡では、ナイフ形石器の盛行期をやや過ぎて捉えられるものである。中流・

上流域での石器群の変化が期待される。

縄文時代は早期の押型文士器に始まる。著名なカブト山遺跡を近くにし、右岸にも大きな遺跡

展開を示している。しかし、今回の調査の主要な成果としては、第一に多量の前期土器群が検出

されたことを挙げなければなるまい。斜面上に包含層を持ち、本来的な位置を近くに有するので

あろうが、狭い分布範囲の中から姿を見せた曽畑式土器群は総点数約850点を数える。

周辺に曽畑式土器が採集された遺跡も多く、一帯は白川中流域遺跡群として捉えることができ

る。西海岸地域から約20mの内陸部に位置することになる。出土土器の度合いは、第Ⅲ層中～上

位に求められること、そしていわゆる「アカホヤ」火山灰層が、同層の下部と判断されることに

より、まずは「アカホヤ」火山灰の堆積後の産物であることが理解できる。鹿児島県地域に端を

発したこの現象は、すでに一般的かつ揺るぎない事実として県内各地で確認されつづけている。

当遺跡出土の曽畑式土器を再度見てみると、第1群土器とした滑石混入土器は、器形は深鉢・

鉢型土器などがあり、ミニチュア土器を見ることができる。手慣れた製作技術が感じられ、薄い

器壁や、整った施文と調整がある。特徴的な文様は、口縁部に刺突文や口唇部の刻目、平行沈線

文に連続山形文の付加を行う。胴部には所謂、複合鋸歯文や沈線文を組み合わせ、四角形・市松

文様としている。親しみ深い、地方での「手作り土器」と感じる第Ⅱ群土器とに技術的・感覚的

な隔絶が否めない。県内で滑石混入土器が大量に製作された痕跡を知らず、ここでは運び込まれ

た土器と認識しても差し支えあるまい。また、「手作り土器」の形態・施文の原典（モデル）と

されたものとも考えられる。第Ⅱ群土器は、事実報告で多くの分類を試みたところで、繰り返す

ことを許されたい。刺突文の少ない施文は縦・横・斜めの沈線文を連続し、あるいは組み合わせ

る。それには特徴的に単・複の山形文を重複させるもので、胴部におよぶもの、内面にも多い。

区画は縦位が少なからず見られ、横位がきわめて少ない。頚部や胴部にある文様は、鋸歯文・折

帯文．四角文・綾杉文・網代文・羽状文など多種多様であるのも特色である。この遺跡での「ク

セ」とも言える、小さく外折りにしたり、外にひねり出したような口縁部もある。口唇部への施

文率は高く、刻目が施されている。「クセ」と捉えてよいのか、器形や調整作業にも通じるので、

施文の「企画」「調整」作業の粗さも指摘しておかねばならない。最後に、底部は貼り付けを明

確に示すものがあること、胴部下半から短沈線文を連続させているが、十字に区画をなし平行四

辺形の文様となるものもあり、半数程に施文している。

土器群の器形は深鉢が多く、大きさはバラエティに富んでいる。口縁部が直口．やや外反・外

反するものであり、単一的な状況ではない。胴部でやや膨らみ丸底となる。文様は器面の殆どと、

内面に施文される率が非常に高い。種々の文様があるが、曽畑式土器に特徴的な刺突文がきわめ
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て少ない。短直線を組み合わせた文様を主体としている。そして、滑石の混入土器の割合は10％

以下である。これらの特色はおのずと営まれた時期を示すことになる。

曽畑式土器の時間的・空間的展開については、次のような見解がある。1)杉村彰一氏が述べた、

「西唐津海底遺跡出土土器」→「曽畑貝塚出土土器」→「日勝山遺跡出土士器」に示される、規

則性のある文様から「くずれる」傾向が地域的・時間的変遷として捉えられること2)渡辺康行氏

が長崎市深堀小学校校庭遺跡の報告において述べた、「内面に施文される土器群が上層になる傾

向」があること3)西九州地域を対象として水ノ江和同氏が行った「区画し文様を充填させるパター

ンの変遷」による時期移行の把握。即ち、古い段階ほど明確に区画をなし整然とした施文を行つ

いること。また、おって同氏により指摘されるであろう「口縁部の外反傾向は時期的変遷を伴う

こと」つまり、口縁部が古い段階は直口し、新しくなるに従い外反していく傾向があること。さ

らに、「古く位置付けされる西九州地域の土器に、滑石の混入される率が極めて高いこと」

以上に加え、時期を同じくして発掘調査が行われた曽畑貝塚低湿地では、従来の貝塚出土土器

に先行すると思われる土器群の検出がある。その土器群は、口縁部に刺突文があり、区画をなし

複合鋸歯文や組み合わせ文を施すものであり、西九州地域で古く位置付けられる土器群である。

従来の貝塚出土の土器は、口縁部が外反する深鉢で、刺突文を持つことなく短直線が施文される

もので、低湿地出土土器群に後行するものと捉えられる。すなわち、曽畑貝塚では土器群に時間

差が存在することが指摘されるのである。そして、先述した当遺跡の曽畑式土器の特色は、概ね

曽畑貝塚での後行する土器群に類似するものとできよう。

熊本県地域における曽畑式土器の展開は、おおまかには海岸部から内陸部への時間的・地域的

な移行が考えられる。すなわち宇土半島基部遺跡群の中での時間的移行とともに、さらに主要河

川を通じて、上流地域の鞍岳山麓・阿蘇外輪山麓遺跡群へとの移行が想定される。当遺跡出土の

曽畑式土器は、先述の見解と考え合わせると、こうした時間的・空間的移行の中間位に位置付け

できるものと思われる。

つづいて、これらの縄文前期・曽畑式土器群に対して、約500点を数える出土があり、一方の

土器群を形成しているのが、縄文時代後・晩期の土器群である。検出された土器群は、御領式土

器を中心に、山ノ寺式・夜臼式土器があり、層位的にも概ね、第Ⅲ層＝前期・曽畑式土器、第Ⅱ

層＝後・晩期土器との上下関係が明らかになっている。

周知のように、縄文時代の後期末～晩期前半にかけての熊本県地域では、菊池郡酒水町三万田

東原遺跡や飽託郡北部町太郎迫遺跡などに代表されるような大規模遺跡の展開が見られ、ここ白

川の中・下流域の河岸段丘上を中心とした地域でも同様の遺跡が多く立地し、大きな展開が知ら

れる。一般的に捉えられる白川流域の縄文時代遺跡は、早期の押型文土器・前期の曽畑式土器、

中期の阿高式系土器が散漫に出土し、ついで後期の前～中葉鐘ケ崎式系土器の出土が見られる。

そして、後期後葉～末には三万田・鳥井原・御領式土器を中心とした大遺跡が萌芽し、大展開へ
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の動態が示されるのである。

発掘調査事例の増加に伴い富田紘一氏（1981）の見解があり、「竜田・供合地区、白川河岸段

丘上の縄文遺跡」で示されている。

三万田期（遺跡の萌芽期）

鳥井原期（遺跡の展開期）大遺跡が、流域に根付きはじめる

御領期（大遺跡の出現期）遺跡数の増加と、核になる大遺跡の出現

（大遺跡の隆盛期）

黒川期（大遺跡の断絶期）大遺跡の消滅

山ノ寺・夜臼期：突帯文（夜臼期を踏襲）

葉
葉
葉
葉
葉
葉

前
中
後
前
中
後

期
期
期
期
期
期

後
後
後
晩
晩
晩

●
●
●
●
●
●

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

さて、今回の竜田陳内遺跡は遺物のまばらに散布する出土状況や、平坦地からやや傾斜地へと

移行する地点という地形的状況は、この遺跡が本来的な集中分布を示す場所ではないとの判断に

到る。従来の遺物採集成果を加味すれば、東方向の広い平坦地に大きな集中分布が求められて妥

当であろう。この地域の右岸地帯は段丘上と河床との比高差が著しく、大遺跡はむしろ比高差が

少なく自然環境面で優る左岸に集中する傾向にある。当遺跡が条件的に劣る右岸に位置するのは、

立田山東麓に源を発する小谷川が北側に流れていることによるものであろう。

また、当遺跡は対岸に立地する新南部遺跡や上南部遺跡と対応して展開したものと考える。今

回の出土資料で大きな比較作業には到れないが、先記の表に示す後期後葉から晩期後葉にかけて

主体時期が求められよう。御領期の特色を明確にする大量の土偶の出土が報告され、左岸遺跡に

おける大規模な遺跡展開が知られるところであるが、この遺跡においても採集された資料があり、

そのつながりが知られる。また出土の打製石斧の多くは粗製で、士掘りに供せられたものと判断

できる。著名な菊池郡西合志町二子山石器製作遺跡からの搬入石器もあり、注目される。

弥生時代は居住域を大きく異にしているものであろうか。遺物はわずかに口縁部片と磨製石鑑

各1点を検出したのみであった。

古墳時代は住居杜2基の検出があり、大きな展開が見られる。検出地点は上段からの傾斜がと

まり、平坦地へと移行する場所あたり、縄文時代前期土器の出土地点に重複している。北・西側

への拡大を示している。大型の隅丸を呈する住居杜で内部に作り付けの竃を有しており、出土し

た黒漆を施した土師器は器形は坪であり、6Cの所産として大過なかろう。近接する小碩橋周辺

の古墳群との関わりにつき注目しておきたい。 （江本・丸山）
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図版17曽畑式土器
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図版18縄文時代後・晩期土器
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図版19縄文時代後・晩期土器､土製品・玉類
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図版20縄文時代石器
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図版21縄文時代石器
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図版22縄文時代石器､弥生時代出土遺物
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図版23住居祉内出土遺物
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